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　１月11日㈭は市民会館、12日㈮・13日㈯は
しんた21で開催した食育おやこ料理教室『モ
ーッと登別を食べよう』（市・登別市食生活
改善推進員協議会主催）に３日間で計28組の
親子が参加し、登別市食生活改善推進員の協
力を得ながら、親子での調理を楽しみました
（関連記事17ページ）。
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防災

①　総合防災訓練
▶問い合わせ　総務グループ
　　　　　　　（☎�１１３０）

平成29年度の　
主な事業（もくじ）

市の仕事と私たちの暮らし

▲�要救助者役を搬送する消防職員

　市は、私たちのまち『のぼりべつ』が、『住みつづけたい、住んでみたいと思える魅力
あるまち』となるよう、さまざまな事業を展開しています。
　今号では、平成29年度に行った主な事業についてお知らせします。
※各事業費は２月１日現在の予算額です。

１　総合防災訓練…２
２　認定こども園の防犯対策強化…３
３　特定不妊治療費助成事業…３
４　鷲別児童館の移転…３
５　日本工学院北海道専門学校連携事業…３
６　移動図書館車の更新…４
７　2020東京オリパラで夢を育むスポーツ推進事業…４
８　市史編さん事業…４
９　市役所本庁舎などの改修…５
10　ふるさとまちづくり応援寄附金…５
11　消防支署新庁舎の建設…５
12　高規格救急自動車の更新…５
13　道路排水対策事業…６
14　市道舗装排水整備事業…６
15　市民が育む登別観光事業…６
16　創業支援事業…７
17　クリンクルセンターの運営管理・中間改修…７
18　登別市への移住・定住の促進…７

　総合防災訓練は、大規模な災害に備え、
防災意識の向上を図ることなどを目的に、
市民や関係機関、市が一体となって、２年
に１度、実施しています（平成27年度は悪
天候により中止）。
　平成29年９月30日㈯に実施した総合防災
訓練は、大津波警報が発表されたことを想
定した『津波避難訓練』と炊き出しなどの
実践的な活動を想定した『会場実動訓練』
の２部構成で行い、関係団体ら約500人が
参加しました。
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事業費
235万
１千円

事業の一部を紹介するよ
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③　特定不妊治療費助成事業
▶問い合わせ　健康推進グループ
　　　　　　　（しんた21内・☎�０１００）

④　鷲別児童館の移転
▶問い合わせ　子育てグループ
　　　　　　　（☎�５６３４）

②　認定こども園の防犯対策強化
▶問い合わせ　子育てグループ
　　　　　　　（☎�５６３４）

⑤　日本工学院北海道専門 
　　学校連携事業
▶問い合わせ　総務グループ
　　　　　　　（☎�１１３０）

▲�鷲別小学校の隣接地へ移転し、子どもと保護者をこれまで
以上に支える施設となる新鷲別児童館

　子どもを授かりたいと望む夫婦が、特定不妊
治療を受けたときの経済的負担を軽減するため、
北海道が行う特定不妊治療費の助成に上乗せを
して、治療費の一部を助成しています。

　鷲別児童館は、18歳までの子どもたちがゲーム
や運動、工作など、仲良く安全に遊ぶことができ
る放課後の子どもの居場所づくりを目的とした施
設として、多くの子どもたちが活用してきました
が、老朽化などにより、平成30年１月、鷲別小学
校の隣接地に新たな建物を建設しました。
　この施設には『放課後児童クラブ』や『子育て
支援センター』を併設し、０歳から18歳までの子
どもの育みを支える機能を集約した子育て施設と
なるよう整備を進めています。
　鷲別児童館と放課後児童クラブは２月26日㈪か
ら、子育て支援センターは４月２日㈪から供用を
開始する予定です（関連記事27ページ）。

　子どもたちの安全安心を守るため、国の認定こど
も園施設整備交付金を活用し、認定こども園を運営
する学校法人に対して、防犯カメラとフェンスの設
置費用の一部を補助します。

　日本工学院北海道専門学校との包括連携協定に
基づき、同校が行う学生の確保や学校の魅力を向
上させる取り組みなどに対し、支援を行っていま
す。
　平成29年度は、観光
産業の人材育成のため
に新設した『観光ビジ
ネスコース』に入校し
た外国人留学生が居住
する寮費相当額を新た
に補助しています。

◦防犯カメラの設置…２施設
◦フェンスの設置…１施設

◦�平成29年12月末現在の交付実
績…36人（延べ人数）
※�申請方法など詳しくは市公式
ウェブサイトをご覧ください。
（http://www.cit�
y.noboribetsu.l�
g.jp/docs/201703�
2900039/）

▲�専門的な知識と技術を習得す
ることができる日本工学院北
海道専門学校

事業費
350
万円

事業費
１億2,703万
２千円

事業費
607万
５千円

事業費
869
万円

子どもたちの
安全を守るため、
対策が進められて

いるよ
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教育

教育

まちづくり

⑥　移動図書館車の更新
▶問い合わせ　市立図書館
　　　　　　　（☎�４３２４）

⑦　2020東京オリパラで夢を育む 
　　スポーツ推進事業
▶問い合わせ　社会教育グループ（☎�１１２９）

⑧　市史編さん事業
▶問い合わせ　市史編さんグループ
　　　　　　　（☎㊿６０３９）

▲�市民の皆さんから地域の
昔について話を伺った座
談会

　『こぐま号』の愛称で親しまれている移動図書館
車は、図書館や配本所から離れた地域に住んでいる
皆さんにも図書館サービスをご利用いただけるよう、
幅広い種類の本を積んで市内全域を巡回しています。
　今年度、室蘭信用金庫の創立100周年を記念して、
購入費用の一部を寄附いただき、車両を更新します。
　２月９日㈮まで、市内在住の小学生と幼稚園、保
育所に通う子どもたちを対象に、車両のデザインと
新キャラクターの名前を決める投票コンテストを実
施しています。
　３月上旬には、新たなデザインの車両に一新する
予定です。

　2020（平成32）年に開催される東京オリンピック・パラリン
ピックに向けて、市民のスポーツに対する興味や関心を高めると
ともに、スポーツを通じて、さまざまなことに挑戦したいという
子どもたちの夢を育むことができるよう、2016（平成28）年度か
ら実施しています。
　2017（平成29）年度は、10月１日に総合体育館で、2008（平成
20）年の北京オリンピックのバドミントン日本代表である小

お

椋
ぐら

久
く

美
み

子
こ

さんによるトークショーや実技指導、模範試合を開催しまし
た。

　ふるさと『登別』に関する写真や各
種記念誌などの歴史的な資料を整理・
保存するとともに、先達の足跡をたど
り、後世に長く引き継いでいくため、
新しい市史の編さんに取り組んでいま
す。
　新しい市史は、市制施行50周年を迎
える2020（平成32）年度に発行する予
定です。

▲�オリンピックの舞台に出場したときの経験
について話す小椋さん（右）

▲�効果的な体の使い方について説明する小椋
さん（中央）

▲�模範試合で小椋さんと対戦を行った子ども
たち

▲�バス外観のデザインは３案から、新キャラクターの名前は６
案から子どもたちの投票で決定

事業費
1,373万
２千円

事業費
100
万円

事業費
171
万円
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まちづくり

消防

まちづくり

⑨　市役所本庁舎などの改修
▶問い合わせ　総務グループ
　　　　　　　（☎�１１３０）

⑪　消防支署新庁舎の建設
▶問い合わせ　消防本部
　　　　　　　総務グループ（☎�９６１１）

⑩　ふるさと 
　　まちづくり 
　　応援寄附金
▶問い合わせ　
　総務グループ
　（☎�１１３０）

登別市のふるさと納税の情報が掲載
されているウェブサイト

ふるさとチョイス ふるぽ

▲�安全に利用できるよう最低限の修繕を行った本庁舎

　市役所本庁舎は、昭和36年の建設以降、昭和49年
に増築を行い、現在の施設となっていますが、建築
当初から50年以上経過していることから老朽化が進
み、外壁の劣化や窓枠の歪み、雨漏りなどの問題が
生じていることから、本庁舎の正面外壁や窓枠の改
修工事などを実施しました。

　登別支署と登別温泉
支署を統合した新庁舎
を中登別町に建設し、
地域に住む市民の皆さ
んや登別を訪れる多く
の観光客が安全安心に
暮らし、滞在すること
ができるよう消防体制
の強化を図ります。
　平成29年度は建設す
るための用地を10月に
取得し、現在は基本設
計、実施設計を行って
います。供用の開始は
2020（平成32）年10月
を予定しています。

　ふるさとまちづくり応援寄附金は、いただ
いた寄附金を財源として生かすだけではなく、
返礼品を通じて登別市の魅力を発信する機会
でもあることから、より多くの方に利用して
もらうため、返礼品の追加やふるさと納税を
取り扱うウェブサイトへの掲載を増やしまし
た。
　寄附金の受け付けについては、従来のクレ
ジットカード決済などに加え、スマートフォ
ンでの決済にも対応し、寄附者の利便性の向
上を図っています。
　寄附金の増加は、返礼品を通じた地域の活
性化につながることから、市内企業の皆さん
と協力しながら、さらに魅力ある返礼品の拡
充を図ります。消防

⑫　高規格救急自動車の更新
▶問い合わせ　消防本部
　　　　　　　総務グループ（☎�９６１１）

　高規格救急自動車は、
車内で高度な救急救命処
置を行うことができる救
急自動車です。
　市民の安全安心を確保
するため、車両や医療機
器の更新を行い、救急活
動の強化を図ります。

▲�３月中旬に更新する予定の救
急自動車（写真は現行の車両）

事業費
3,143万
２千円

事業費
8,049万
３千円

平成29年12月末現在
の寄附金額
１億2,174万5,500円
返礼品などにかかる
事業費

8,628万円

事業費
3,374万
３千円

消防支署新庁舎
建設予定地
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雨水排水ポンプ施設★
室蘭信用金庫
若草支店 若草中央公園

テニスコート

若草ポンプ場

至室蘭

道道上登別室蘭線

観光

⑮　市民が育む登別観光事業
▶問い合わせ　観光振興グループ（☎�５３０１）

登別地獄まつり『鬼踊り』参加促進事業 登別市内温泉ホテル・旅館の利用促進事業

 宿泊利用券 
人数 交付額
20～50人 ３万円
51人以上 ６万円

 日帰り利用券 
人数 交付額
８～19人 ５千円
20～50人 ２万円
51人以上 ４万円

　登別地獄まつり『鬼踊り』への市民の参加や町内会行事
で温泉施設の利用を促すことにより、市民に『観光都市の
ぼりべつ』の一員として、意識や一体感を高めてもらうた
め、市は、登別地獄まつり『鬼踊り』参加促進事業と登別
市内温泉ホテル・旅館の利用促進事業を実施しています。

　各町内会の会員が登別地獄まつりの鬼踊りに
参加できるよう、無料送迎バスを運行するとと
もに、参加者に日帰り入浴券を交付しています。
　平成29年度は、39町内会464人の方の参加に
より、登別地獄まつりを大いに盛り上げていた
だきました。

　各町内会行事において、市内の温泉ホテルや
旅館を宿泊・日帰り利用する場合、利用人数に
応じて一定金額の利用券を交付しています。
※�申し込みは、各町内会が行っています。

道路道路

⑬　道路排水対策事業
▶問い合わせ　土木・公園グループ
　　　　　　　（☎�３２６０）

⑭　市道舗装排水整備事業
▶問い合わせ　
　土木・公園グループ（☎�３２６０）

▲�登別温泉のホテルで
親睦を深める町内会
の会員

▲�ＪＣＨＯ登別病院の移転に伴い、整備を進めてい
る道路

▲�鬼踊りに参加し、登別地獄
まつりを盛り上げる町内会
の会員（写真は若草町内会）

　大雨に伴う浸水や交通障害などの被害を防止す
るため、道路の冠水が多く発生する地域を対象に、
排水路の改良や清掃などを行っています。
　また、今年度から若草町２丁目の若草中央公園
付近に雨水排水ポンプ施設の建設工事を実施して
おり、平成30年度の完成を目指しています。

　市内の道路交通網を整備し、歩行者や通行車
両の安全を確保するため、市内の幹線道路や生
活道路の改良、舗装、排水路の工事などを行っ
ています。
　今年度は、大和町２丁目などの道路改良工事
を行ったほか、Ｊ

ジ ェ イ コ ー � �

ＣＨＯ登別病院の移転に伴う、
登別東町３丁目の道路整備を行っており、平成
31年度の完成を目指しています。

▲�登別本町２町会 ▲�柏木団地町内会 ▲�さくら団地自治会

事業費
222
万円

事業費
１億８千
600万円

事業費
１億

５千万円
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商業

移住

⑯　創業支援事業
▶問い合わせ　商工労政グループ
　　　　　　　（☎�２１７１）

⑱　登別市への移住・定住の促進
▶問い合わせ　企画調整グループ（☎�１１２２）

　市内の空き店舗を活用して新たに事業を行う方
に対し、空き店舗の賃借料の一部を補助する『空
き店舗活用事業補助金』や市内で新たな事業所を
開設して事業を行う方に対し、開設に必要な建物
の改装などにかかる経費の一部を補助する『事業
所開設費補助金』を交付し
ています。
　また、平成29年10月から
11月にかけて、創業を考え
ている方や創業して５年未
満の方を対象に、創業に必
要な知識の習得を目指す、
『創業塾』を登別商工会議
所と連携して開催しました。

　登別市への移住を検討している方の不安や疑問にお答えし、移住
の検討に役立つ不動産や医療機関などの情報提供を行う『移住ワン
ストップ窓口』を設置し、当市での生活を体験してみたいと思う方
には、移住体験住宅の紹介や手配を行っています。
　さらに、移住体験『ちょっと暮らし』では、まちの魅力や生活のしやすさを実感していただけるよう体
験移住者の要望に応じた体験ツアーを実施し、まちの案内をしています。
　今年度は、都市圏の居住者に当市の魅力を紹介するため、完全移住を考える方が主に参加する『本気の
移住フェア』（東京会場）に参加したほか、移住体験を考える方が主に参加する『北海道暮らしフェア』
（名古屋会場）に参加し、多くの方に当市の生活のしやすさなどを紹介し、当市への移住を促しました。
　また、このまちでの仕事の情報や北海道の中でも雪が少なく住みやすい環境について、さらに情報発信
を行うため、札幌圏でのフリーペーパーを活用するとともに、移住ポータルサイトの情報を拡充します。

環境

⑰　クリンクルセンターの 
　　運営管理・中間改修
▶問い合わせ　環境対策グループ
　（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

URL:http://www.city.
nobor ibetsu . lg . jp/
docs/2017070300020/

　登別市内と白老町内から排出されたごみを処理
するため、2000（平成12）年度から稼働している
クリンクルセンターの運営・維持管理などを行っ
ています。
　現施設は、2029（平成41）年度まで使用するこ
とができるよう
2010（平成22）
年度から、延命
化のために毎年
度改修工事を
行っており、将
来の廃棄物処理
施設のあり方に
ついて、再延命
化や更新時期な
どの今後の具体
的な検討を進め
ています。

　このほか、市公式ウェブサイトに、
市が行っている事業の目的や内容など
を掲載しています。
　詳しく知りたい事業などがありまし
たら、企画調整グループへ問い合わせ
ください。

▶�問い合わせ　企画調整グループ
� （☎�６５８６）

▶平成29年12月末現在の実績
◦空き店舗活用事業補助金の交付…３件
◦事業所開設費補助金の交付…３件
◦創業塾の受講者数…18人

▲�創業に関する知識を習得
するため、創業塾に参加
して講義を受ける参加者

▲�老朽化した焼却処理施設や破砕・資
源化処理施設の設備などを更新しな
がら、運営をしているクリンクルセ
ンター

▲�北海道への移住を考えている方に、登別市の
魅力を紹介する『北海道暮らしフェア』

事業費
917万
５千円

事業費
203万
８千円

事業費
８億714万
２千円

ほかにも、ぼくたちの
暮らしに関わる仕事が
たくさんあるんだよ

7 平成29年度の主な事業

市の仕事と私たちの暮らし特
集



対�

象
　
30
歳
～
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど
の

資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
市
内
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
指
導
す

対�

象
　
30
歳
～
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど
の

資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す
る
方

対�

象
　
35
歳
～
58
歳
で
、
重
量
物
の
取
り

扱
い
が
多
い
た
め
、
体
力
の
あ
る
方

勤
務
地
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主�

な
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理
や
食

器
な
ど
の
洗
浄
、
簡
単
な
機
械
操
作
業

務
勤�

務
時
間
　
①
８
時
30
分
～
15
時
30
分
、

②
９
時
～
16
時

※�

週
27
時
間
勤
務
で
、
４
週
の
う
ち
①
が

２
週
、
②
が
２
週
程
度
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

※�

学
校
長
期
休
業
中
に
勤
務
時
間
の
調
整

が
あ
り
ま
す
。

給
料
月
額
　
12
万
４
千
400
円

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
２
千
900
円

勤
務
地
　
市
内
児
童
館
な
ど

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
指
導
す

る
業
務

勤�
務
時
間
　
【
３
月
～
10
月
】
12
時
～
17

時
、
【
11
月
～
２
月
】
12
時
～
16
時
30

分
※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

る
業
務

勤�

務
時
間
　
８
時
～
18
時
30
分
の
う
ち
、

１
日
４
時
間
30
分
～
５
時
間
勤
務

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

対�

象
　
30
歳
～
63
歳
で
、
保
育
士
資
格
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
教
員
免
許
の
い
ず

れ
か
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
幌
別
小
学
校
、
鷲
別
小
学
校

主�

な
業
務
内
容
　
幼
児
の
言
語
治
療
の
指

導
な
ど
の
業
務

勤�

務
時
間
　
８
時
45
分
～
15
時
30
分
（
金

曜
日
の
み
８
時
45
分
～
14
時
30
分
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�

象
　
30
歳
～
63
歳
で
、
調
理
師
免
許
を

有
す
る
か
、
調
理
経
験
の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
内
保
育
所

主�

な
業
務
内
容
　
給
食
の
調
理
や
食
器
の

洗
浄
業
務

勤�
務
時
間
　
①
８
時
45
分
～
14
時
40
分

（
土
曜
日
の
み
９
時
～
12
時
）
、
②
10

時
～
15
時
55
分
（
土
曜
日
の
み
９
時
30

分
～
12
時
30
分
）

※
週
28
時
間
50
分
程
度
の
勤
務
。

▼
任
用
期
間
　
４
月
１
日
㈰
～
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

▼
試
験
月
日
（
予
定
）
　
２
月
24
日
㈯

※
詳
し
い
日
時
な
ど
は
、
試
験
申
込
者
に
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

▼
試
験
場
所
　
市
役
所

▼
試
験
方
法
　
面
接
試
験

▼�

申
し
込
み
　
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
や
各
支
所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
す
る
と
と
も
に
写
真
を
貼
付
し
、

２
月
16
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
へ

持
参

※�

免
許
や
資
格
が
必
要
で
あ
る
職
種
へ
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
資
格
証
な
ど
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
３
２
）

あなたの技術や
資格を生かしませんか

登別市嘱託員
募 集

調
理
員
（
保
育
所
勤
務
）
　
１
人

技
術
員
（
言
語
治
療
教
室
）
　
２
人

児
童
厚
生
員
　
３
人

調
理
員
（
学
校
給
食
）
　
３
人

児
童
厚
生
員
兼

放
課
後
児
童
支
援
員
　
３
人

8� 登別市嘱託員募集



勤�

務
時
間
　
９
時
～
15
時
30
分
（
木
曜
日

の
み
10
時
～
16
時
45
分
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

勤
務
地
　
市
役
所
本
庁
舎

主�

な
業
務
内
容
　
運
転
、
車
両
管
理
業
務

勤
務
時
間
　
９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�

象
　
35
歳
～
63
歳
で
、
小
破
修
繕
が
で

き
る
方

勤
務
地
　
市
内
小
・
中
学
校

主
な
業
務
内
容
　
学
校
の
維
持
管
理
業
務

勤�

務
時
間
　
①
７
時
30
分
～
13
時
、
②
10

時
30
分
～
16
時

※�

週
27
時
間
30
分
勤
務
で
、
①
と
②
を
１

週
間
ご
と
に
交
代
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
12
万
６
千
700
円

対�

象
　
30
歳
～
63
歳
で
、
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格
を
満
た
し
て
お
り
、
普
通
運

転
免
許
を
有
し
、
２
年
以
上
運
転
経
験

の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
役
所
本
庁
舎

主�

な
業
務
内
容
　
被
保
護
者
に
対
す
る
日

常
生
活
の
自
立
支
援
と
生
活
自
立
へ
の

支
援
業
務

対�

象
　
35
歳
～
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許

を
有
し
、
２
年
以
上
運
転
経
験
の
あ
る

方

対�

象
　
35
歳
～
63
歳
で
、
自
家
用
車
な
ど

で
通
勤
可
能
な
方

※�

自
家
用
車
で
通
勤
す
る
場
合
は
、
対
人

１
億
円
以
上
、
対
物
200
万
円
以
上
の
任

意
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

勤
務
地
　
市
内
浄
水
場

主�

な
業
務
内
容
　
浄
水
場
の
運
転
操
作
、

維
持
管
理
業
務

勤�

務
時
間
　
①
17
時
30
分
～
翌
日
８
時
30

分
ま
た
は
18
時
～
翌
日
９
時
（
仮
眠
時

間
あ
り
）
、
②
９
時
～
17
時
30
分

対�

象
　
35
歳
～
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許

を
有
し
、
２
年
以
上
運
転
経
験
の
あ
る

方
勤
務
地
　
市
役
所
本
庁
舎

主�

な
業
務
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
徴
収
業
務

勤�
務
時
間
　
９
時
～
16
時
（
週
２
回
）
、

11
時
～
17
時
（
週
２
回
）
、
10
時
45
分

～
17
時
30
分
（
週
１
回
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�

象
　
35
歳
～
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許

を
有
し
、
２
年
以
上
運
転
経
験
の
あ
る

方
勤
務
地
　
市
役
所
第
2
庁
舎

主�

な
業
務
内
容
　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

業
務
、
料
金
の
徴
収
業
務

勤�

務
時
間
　
９
時
～
17
時
30
分
の
う
ち
週

29
時
間
勤
務

※
勤
務
割
は
別
途
定
め
る
。

休�

日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
勤
務
割

表
に
よ
る

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

※�

週
29
時
間
勤
務
で
、
５
週
の
う
ち
①
が

14
回
、
②
が
２
回
程
度
。

休
日
　
勤
務
割
表
に
よ
る

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�

象
　
30
歳
～
63
歳
で
、
司
書
資
格
を
有

す
る
方

勤
務
地
　
市
立
図
書
館

主�

な
業
務
内
容
　
図
書
の
収
集
、
貸
し
出

し
業
務

勤�

務
時
間
　
９
時
45
分
～
16
時
15
分
（
木

曜
日
の
み
９
時
45
分
～
16
時
30
分
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
月
・
金
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

　注 意 事 項　
※�申し込みできる職種は、一人につき
１種までです。
※�給料月額は、４月１日現在（予定）
のものです。
※�資格・年齢の基準日は、４月１日現
在です。
※�給料月額のほかに、通勤手当や時間
外手当、勤勉手当などの諸手当があ
ります。
※�社会保険等については、健康保険・
厚生年金・雇用保険が適用され、
『給料月額』から保険料などを控除
します。適用職場に限り、労災保険
にも加入します。
※�厚生年金などを受給されている方は、
給与収入があることにより年金額の
一部が減額されます。
※�勤務条件などについては、多少の変
更が生じる場合があります。

運
転
手
　
１
人

司
書
　
１
人

公
務
補
　
９
人

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
１
人

徴
収
員
　
２
人

検
針
徴
収
員
　
４
人

管
理
人
　
４
人

9 登別市嘱託員募集
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登別市臨時職員を募集します
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

▶任用期間　４月１日㈰～９月30日㈰（６カ月間）
▶選考　面接と書類選考
▶�申込方法　２月１日㈭～16日㈮（土・日曜日、祝日を除く）に事前に電話で申し込みをし、指定された日
時に市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、本人が人事・行政管理グループへ持参
※資格の必要な職種を申し込まれる方は、資格を確認できるもの（資格証の写しなど）も持参してください。

職　種 募集人数 勤務地 業務内容 賃��金 勤務時間など 休日など 資格など

事務
補助 10人程度 市役所または

教育委員会 事務一般 日額6,430円 ９時～17時30分 土・日曜日、祝日な
ど

パソコン操作
（ワード・エ
クセル）が可
能な方

放課後
児童支
援員

２人程度 市内児童館・
児童クラブ

放課後児童支
援員業務 時給1,040円

月～金曜日
８時～15時15分または10
時45分～18時
土曜日�
８時～15時または11時～
18時

日曜日、祝日など

保育士などの
資格または教
員免許を有す
る方

保育士

９人程度

市内保育所

保育業務

日額8,060円
または
時給1,040円

月～金曜日
７時15分～18時の時間内
で一日７時間45分の勤務
土曜日
７時15分～12時30分の時
間内で一日３時間の勤務
休日保育勤務日
７時45分～18時15分の時
間内で一日７時間45分の
勤務

日曜日、祝日など
（４週７休）
※�年に３回程度、休
日の勤務がありま
す。

保育士資格を
有する方

７人程度 保育業務（代
替保育）

７時15分～19時15分の時
間内で一日７時間45分の
勤務（月～金曜日のみ）

職員が指定休などに
より不在となる場合
に、代替要員として
従事（月１日～14日
程度）

３人 保育業務（延
長保育） 時給1,040円

月～金曜日
15時15分～19時15分
土曜日�
11時30分～19時15分
※�上記の時間で月14日以
内、週20時間未満の勤
務です。

日曜日、祝日など

看護師 ２人 市内保育所 看護・保育業
務 日額8,060円 ８時30分～17時 土・日曜日、祝日な

ど
看護師資格を
有する方

技術
補助

２人
市内小・中学
校

学校生活・学
習支援業務 時給830円

８時30分～12時30分の時
間内で週18時間以内の勤
務 土・日曜日、祝日、

夏季休業日など
必要な資格な
どはなし

５人程度 特別支援学級
介助業務 日額6,430円 ７時45分～16時15分

※資格の基準日は、４月１日現在です。
※募集内容は、計画案に基づくものであり、多少の変更が生じる場合があります。

10� 登別市臨時職員を募集します
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▲13.4

て
い
き
ま
す
。

※�

『
登
別
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
』
は
、
水
道

グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://www.city.

noboribetsu.lg.jp/
docs/201801170003�
9/

）
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

収
入
を
上
回
る
純
損
失
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
水
道
施
設
な
ど
、
新
た
な
整
備
の
た

め
の
建
設
改
良
積
立
金
や
減
債
積
立
金
な
ど
の

補
て
ん
財
源
は
、
建
設
の
た
め
の
借
入
金
を
活

用
し
て
も
、
２
０
２
０
年
度
に
は
不
足
す
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
見
込
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
『
民
間
活
力
の
検
討
』

や
『
広
域
化
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
』
、
『
投

資
効
果
の
検
証
』
、
『
水
道
料
金
改
定
の
検

討
』
、
『
未
納
者
対
策

の
強
化
』
な
ど
の
取
り

組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
度
、
計

画
値
と
決
算
値
と
の
比

較
・
分
析
を
行
い
な
が

ら
、
事
業
の
効
率
化
や

経
営
状
況
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
料
金
の

改
定
に
関
し
て
は
、
利

用
者
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
の

で
、
広
報
紙
や
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

通
し
て
、
お
知
ら
せ
し

　
経
営
戦
略
で
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

度
か
ら
２
０
２
９
年
度
ま
で
の
12
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
、
水
道
使
用
量
な
ど
を
推
計
し
ま

し
た
。

　
水
道
料
金
や
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
収
支

に
つ
い
て
は
、
水
道
料
金
収
入
が
減
少
し
、
営

業
収
益
は
減
少
す
る
一
方
で
、
施
設
整
備
に
伴

う
支
払
い
や
減
価
償
却
費
の
増
加
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
２
０
１
８
年
度
以
降
は
、
２
０
１
９
年

度
と
２
０
２
０
年
度
を
除
き
、
毎
年
、
支
出
が

登別市水道事業運営審議会委員を募集します 

2018年度以降の補てん財源残高と純損益の推移の見通し

水道事業のこれから ～『登別市水道事業経営戦略』を
策定しました～

経
営
見
通
し
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

　市は、水道料金の見直しについて調査・審議する水道事業運営審
議会委員を募集します。�
▶募集人数　２人�
▶対象　市内に居住する18歳以上の方
▶�内容　３月中旬から５月中旬までに３回の開催を予定している水
道事業運営審議会への出席
▶�申込方法　２月23日㈮までに、水道グループに備え付け、または
市公式ウェブサイトに掲載の応募申込書に必要事項を記入し、郵
送、Ｅメール、持参のいずれかの方法により水道グループ（〒059
－8701中央町６丁目11、思�５８０５、Ｅメールgyoumu@cit�
y.noboribetsu.lg.jp）に提出

▲純損失が続き、補てん財源を確保することができない見通し

　水道事業の運営にあたっては、必要な水道施設などの更新や
耐震化を進めながら、施設や管路の健全性を維持しなければな
りません。一方で、給水人口や水需要の減少が見込まれている
ため、経営環境はより一層厳しくなることが予想されます。
　市は、このような状況下でも、市民の皆さんに安全安心な水
を供給する水道事業を継続していくため、中長期的な経営を見
通し、そこから見えてきた課題解決に向けた取り組みを定めた
『登別市水道事業経営戦略』を策定しました。

問い合わせ　水道グループ（☎�５５０１）

登別温泉浄水場

11 水道事業のこれから



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

ふれあい（バドミントン）
『
ふ
れ
あ
い
』
は
、
代
表
が
入
れ

替
わ
り
な
が
ら
も
何
十
年
も
続
い
て

い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
、
会
員
は
10
代
か
ら
60
代
ま
で

の
男
女
20
人
。
毎
週
火
・
金
曜
日
の

18
時
か
ら
21
時
ま
で
幌
別
東
小
学
校

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

「
登
別
や
室
蘭
の
大
会
な
ど
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と

ん
ど
で
、
中
に
は
親
子
や
き
ょ
う
だ

い
そ
ろ
っ
て
練
習
に
来
る
人
も
い
ま

す
。
顔
見
知
り
が
多
く
、
仲
良
く
楽

し
く
や
っ
て
い
ま
す
」
と
メ
ン
バ
ー

を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
昨
年
か

ら
代
表
と
な
っ
た
渡わ

た

邊な
べ

珠た
ま

紀き

さ
ん
。

「
性
別
や
年
齢
の
差
は
あ
り
ま
す

が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
レ
ベ
ル
も
だ

い
た
い
同
じ
ぐ
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
楽
し
み
つ
つ
、

競
い
合
い
に
も
な
っ
て
、
い
い
練
習

に
な
り
ま
す
。
個
々
人
で
大
会
に
出

場
し
て
い
る
の
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

で
き
る
よ
う
、
懸
命
に
ラ
ケ
ッ
ト
を

振
っ
て
い
ま
す
」
と
渡
邊
さ
ん
は
、

サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
は
、
伊
達
市
か
ら
練

習
に
通
っ
て
い
る
方
も
お
り
、
半
年

ほ
ど
前
に
入
会
し
た
柄か

ら

澤さ
わ

昌ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん

は
、
「
メ
ン
バ
ー
の
人
か
ら
誘
わ
れ

て
一
緒
に
練
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
の
自
分
の
レ
ベ
ル
に
も
合

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
伊
達
か
ら

通
っ
て
い
る
か
い
が
あ
り
ま
す
」
と

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
経
験
が
あ
る
方

で
、
同
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
渡
邊
さ
ん
（
☎
�
３
３
３
１
）

ま
で
。

▲�テンポよく打ち合いを続けるメンバー

楽しむことも忘れずに、
みんなで仲良く切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

しています。

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
61
回

　
冬
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
雪
や
暖

房
器
具
な
ど
に
よ
り
、
冬
特
有
の
被
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
11
月
27
日
、
市
内
で

発
生
し
た
大
規
模
停
電
の
よ
う
に
、
電
気

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ
、
暖

房
器
具
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
自
宅
や
避
難
所
、
車
内
な
ど
で
の
寒

さ
対
策
な
ど
、
夏
と
は
異
な
る
備
え
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
雪
へ
の
備
え
　

　
雪
が
積
も
る
と
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る

落
雪
や
雪
の
重
み
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
の

危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
崖
な

ど
の
急
傾
斜
地
で
は
雪
崩
の
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
路
面
の
状
況
や
吹
雪
な
ど
に
よ

り
、
想
定
し
て
い
た
避
難
経
路
を
利
用
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
冬
に
災
害
が
起
き
た
際
に
速
や
か
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
複
数
の
避
難
経
路
を
想

定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
火
災
へ
の
備
え
　

　
冬
は
、
ス
ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
た
め
、
火
災
が
発

生
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
避
難

す
る
際
に
は
、
火
の
元
の
確
認
を
必
ず
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
、
初
期
段
階
で
消
火
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
消
火
器
な
ど
を
準
備
し
、
使
用

方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
寒
さ
へ
の
備
え

　
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
停
電
と
な
っ
た
場

合
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
電
気
を
使

用
し
な
い
暖
房
器
具
を
準
備
す
る
ほ
か
、

避
難
が
必
要
と
な
る
場
合
を
想
定
し
、
防

寒
着
や
防
寒
シ
ー
ト
、

毛
布
、
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
な
ど
を
準
備
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
て
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
心
構
え

を
し
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

冬
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う▼

問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

12� 知って備える防災メモ・仲間たち



問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

◇
申
込
資
格

◦�

原
則
、
家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚

約
中
の
場
合
を
含
む
）

◦�

持
ち
家
の
な
い
方

◦�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
　

な
い
方

◦�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

◦�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
で
す
。

◇
申
込
方
法

　�

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
に

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
受
付
期
間

　�

２
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮
９
時
～
17

時
30
分

◇
抽
選
日
時
・
場
所

　�
２
月
21
日
㈬
10
時
・
市
民
会
館
１

階
大
会
議
室

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

　�

３
月
20
日
㈫
９
時
～
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

区分 収入月額
入居者または同居者が障
がいのある方
（障がいの程度に基準が
あります）

214,000円
以下入居者が60歳以上で同居

者のいずれもが60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 158,000円
以下

◦�

申
し
込
み
時
に
入
居
資
格
審
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

必
要
書
類
や
募
集
区
分
な
ど
に
つ

い
て
は
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と

各
支
所
で
配
布
す
る
『
募
集
の
し

お
り
』
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦�

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
抽
選
会
に

参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

◦�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
や
猫
な

ど
を
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。

平
成
29
年
度
第
４
回

�

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・間取り（広さ） 家賃（円）

緑ヶ丘 常盤町
３丁目

高齢者や障がい
のある方などの
世帯（単身可）

1－111 １階・２LDK（56.2㎡） 16,400～32,300

一般の世帯

1－131 ３階・３LDK（66.5㎡） 19,400～38,200

3－332 ３階・３LDK（66.4㎡） 19,900～39,200

5－534 ３階・３LDK（66.4㎡） 20,500～40,200

千歳 千歳町
１丁目 一般の世帯

1－132 ３階・３LDK（65.9㎡） 17,800～35,100

1－136 ３階・３LDK（65.9㎡） 17,800～35,100

2－234 ３階・３LDK（65.9㎡） 17,800～35,100

幌別東
１号棟

幌別町
８丁目 一般の世帯

1－101 １階・２DK（63.5㎡） 20,900～41,100

1－102 １階・２DK（63.5㎡） 20,900～41,100

1－203 ２階・２DK（63.5㎡） 20,900～41,100

1－302 ３階・２DK（63.5㎡） 20,900～41,100

1－111 １階・３LDK（79.8㎡） 26,500～52,100

1－211 ２階・３LDK（79.8㎡） 26,500～52,100

※募集区分の詳細は、『募集のしおり』で確認してください。
※高齢者や障がいのある方などの世帯のみ、単身での入居も可能です。

13 平成29年度第４回市営住宅入居者募集



登別育英会 からのお知らせ ３
30㈮まで

平成30年度 奨 学 生 募 集

《収入の基準》
世帯全員の総所得金額が次の基準額以下であること
世帯人員 高等学校 専門学校・

短期大学・大学
２人 2,180,000円 2,710,000円
３人 2,530,000円 3,130,000円
４人 2,740,000円 3,400,000円
５人 2,950,000円 3,670,000円

※�世帯状況などにより、所得金額から控除できる場
合がありますので、詳しくは登別育英会事務局に
問い合わせください。

登別育英会は地域の皆さんや企業の協力により支えられています

▶対象　次の要件を全て満たしている方
　◦�保護者が市内に住所を有している
　◦�平成30年４月から高等学校や専門学校、

短期大学、大学に入学予定の方
　◦�登別育英会が定める成績、世帯収入など

の基準を満たす方
　◦�他の奨学金を受けていない方（貸与型を

除く）

▶奨学金月額　
　◦�高等学校の生徒 ……………… 10,000円
　◦�専門学校・短期大学の学生 … 15,000円
　◦�大学の学生 …………………… 20,000円

▶申込方法　
　�　３月30日㈮までに、必要事項を記入した提出書類を登別育英会事務局（教育委員会総務グルー
プ内）に提出

　平成28年度は、47企業からの協賛と４団体からの寄付を受け、大学生６人、専門学校生２人、
高校生５人、計13人に奨学金を給付し、将来を担う青少年の育成を支援しました。
　昭和47年の設立以来、約400人の生徒・学生を支えてきた奨学生援護事業に対し、協賛いた
だける企業などは、登別育英会事務局までご連絡ください。

　（公財）登別育英会は、経済的な理由により就学が困難
な方に対し、学資金の一部として奨学金を給付する奨学生
援護事業を行っています。
　現在、平成30年度の奨学生を募集しています。

問い合わせ　登別育英会事務局（教育委員会総務グループ内・☎�１１００）

提出書類

※１　市内の学校または教育委員会総務グループに備え付けています。
※２　在学中の学校で取得してください。

⑴　登別育英会奨学金給与願書（※１）
⑵　家庭状況調書（※１）
⑶　生活状況等申立書（※１）
⑷　世帯全員の住民票
⑸　奨学生候補者推薦書（※２）
⑹　成績証明書（※２）
⑺　合格通知書の写し

⑻　�世帯全員の平成29年分の所得金額が分
かるもの

　　�（①～③のいずれかに加え、④と⑤に
ついては受給してる方のみ）

　　①平成29年分源泉徴収票（写し）
　　②�確定申告書（写し）又は税務署発行

の納税証明書（所得金額用）
　　③�市・道民税申告書（写し）
　　④�児童扶養手当証書（写し）
　　⑤�年金額の分かるもの（写し）

外
そと

崎
ざき

 真
ま

洋
ひろ

さん（鷲別町）
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登別育英会 からのお知らせ ３
30㈮まで

平成30年度 奨 学 生 募 集
「
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
原
稿
作
り
や
読
み
上

げ
練
習
を
頑
張
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ

れ
ま
で
は
入
賞
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た

の
で
、
１
位
と
い
う
結
果
は
想
像
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
北
海
道
高
等

学
校
文
化
連
盟
第
40
回
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
を
笑
顔
で
振
り
返
る
外
崎
さ
ん
。

外
崎
さ
ん
が
１
位
と
な
っ
た
ア
ナ
ウ

ン
ス
部
門
は
、
自
分
が
住
む
地
域
に
関

す
る
話
題
を
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
全

国
の
高
校
生
に
向
け
て
伝
え
る
も
の
。

外
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
区
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
全
道
大
会

に
３
回
出
場
し
て
い
た
も
の
の
、
平
成

29
年
６
月
に
行
わ
れ
た
前
回
の
大
会
で

は
、
緊
張
の
あ
ま
り
、
し
っ
か
り
読
み

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
自
分

の
力
を
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

自
身
に
対
す
る
悔
し
さ
を
感
じ
て
い

た
外
崎
さ
ん
は
今
大
会
に
向
け
て
、
他

の
放
送
局
員
と
と
も
に
、
日
々
、
発
声

や
滑
舌
の
練
習
を
重
ね
て
き
た
と
い
い

ま
す
。

ま
た
、
母
親
か
ら
勧
め
ら
れ
た
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
、
原
稿
を
作
成
。

顧
問
や
放
送
局
員
、
両
親
な
ど
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
参
考

に
、
ど
の
よ
う
に
読
み
上
げ
る
と
う
ま

小
学
生
の
頃
か
ら
、
人
前
で
話
す
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
外
崎
さ
ん
は
、

現
在
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
、
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「
今
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の

知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
大
学
へ

の
進
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

外
崎
さ
ん
は
、
両
親
や
多
く
の
人
に
支

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
８
月
の
全
国
大

会
が
将
来
の
夢
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

と
な
る
よ
う
、
今
日
も
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

く
伝
わ
る
か
、
聞
き
や
す
い
か
を
考
え

な
が
ら
、
何
度
も
文
章
の
校
正
な
ど
を

行
い
、
大
会
に
臨
ん
だ
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

前
回
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

勝
ち
取
っ
た
全
道
１
位

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

進
む
毎
日

平成13年、登別市生まれ。17歳。
小学校、中学校では、放送委員としてお昼の放送や学校行事の
司会などを経験。北海道登別青嶺高等学校へ進学後も放送局に
入局し、アナウンサーという夢に向かって、日々、発声練習な
どに取り組む。

外
そと

崎
ざき

 真
ま

洋
ひろ

さん（鷲別町）

　平成29年11月16日・17日に函館市で開催さ
れた北海道高等学校文化連盟第40回放送コン
テスト。全道の各地区大会で優秀な成績を収
めた92人が集まった同コンテストのアナウン
ス部門において北海道登別青嶺高等学校放送
局の外崎真洋さんが、見事１位に輝きました。
　８月には長野県で開催される第42回全国高
等学校総合文化祭に北海道代表として出場す
る外崎さんに、全国大会に向けた意気込みを
聞きました。

自分の声で多くの
人に伝えたい

▲�お腹に力をいれながら、発声練習に励む放
送局員

15 きらり



　
12
月
23
日
㈯
、
市
民
会
館
で
『
文
化
大
集
会
』
（
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
２
０
１
７
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
は
、
例
年
、
芸
術
鑑
賞
会
や
講
演
会

を
通
し
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
子
ど
も
た
ち
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
『
鷲
別
子
ど
も
獅
子
舞
』
や
『
幌
別

駒
お
ど
り
』
な
ど
の
郷
土
芸
能
に
加
え
、
空
手
や
剣
道
、

バ
レ
エ
な
ど
、
市
内
外
の
計
10
団
体
に
所
属
す
る
子
ど

も
た
ち
が
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
見
せ
る
見
事
な
舞

や
演
奏
な
ど
に
、
多
く
の
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

文
化
大
集
会

子
ど
も
た
ち
が
受
け
継
ぐ
技

▲�四季折々の表情を切り取った作品が並ぶフォトパネル展
（作品は会場ごとに入れ替わります）

　
１
月
11
日
㈭
か
ら
３
月
20
日
㈫
ま
で
の
期
間
、
市
内

の
各
施
設
で
『
登
別
市
景
観
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
展
』
（
市

主
催
）
を
巡
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
魅
力
あ
る
自
然
景
観
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
景
観
保
全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
市

内
外
の
写
真
愛
好
家
が
撮
影
し
た
『
登
別
の
魅
力
あ
る

景
観
（
四
季
）
を
伝
え
る
作
品
』
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
『
鷲
別
公
民
館
』
（
２
月
７
日
ま
で
）
、

『
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
』
（
２
月
８
日
～
21

日
）
、
『
婦
人
セ
ン
タ
ー
』
（
２
月
22
日
～
３
月
５

日
）
、
『
市
役
所
本
庁
舎
』
（
３
月
６
日
～
20
日
）
で

展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

登
別
市
景
観
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
展

知
っ
て
も
ら
い
た
い

登
別
が
魅
せ
る
顔

1/11～
3/20

12
� 23

▲�登別中学校の生徒が演じた、２頭の熊と狩人が息を合わせて
軽快な動きを見せる熊舞

▲�懐かしい友人との会話に、笑顔がこぼれる新成人

▲�壇上で、20歳の誓いを述べた田
口さん（右）と鏡さん（左）

　
１
月
７
日
㈰
、
市
民
会
館
で
『
平
成
30
年
登
別
市
成
人

祭
』
（
同
実
行
委
員
会
・
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催

し
、
新
成
人
た
ち
が
大
人
と
し
て
の
決
意
と
自
覚
を
胸
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
368
人
が
集
ま
り
、
華
や
か
な
振
り

袖
や
ス
ー
ツ
、
羽
織
は
か
ま
に
身
を
包
み
、
か
つ
て
の
日

々
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
田た

口ぐ
ち

創そ
う

士し

さ
ん
と
鏡か

が
み

朋と
も

美み

さ
ん
が
『
20
歳
の
誓
い
』
と
し
て
、
育
て
て
く
れ
た

両
親
や
支
え
て
く
れ
た
友
人
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
将
来
へ

の
決
意
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
、
中
学
校
の
恩
師
に
よ
る
お
祝
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
上
映
や
市
内
企
業
な
ど
か
ら
協
賛
さ
れ
た
景
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
、
卒
業
し
た
中
学
校
対
抗

ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
な

が
ら
、
旧
友
と
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

平成30年登別市成人祭

希望に満ちた未来へ
晴れの舞台で新たな決意

1
� 7

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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１
月
11
日
㈭
、
郷
土
資
料
館
で
『
冬
休
み
工
作
教
室
』

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
、
７
人
の
子
ど
も

た
ち
が
、
の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
、
紙
や
す
り
な
ど
を
使

っ
て
、
自
分
だ
け
の
本
立
て
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
同
行
事
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
冬
休
み
の
期
間

中
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』

の
メ
ン
バ
ー
指
導
の
も
と
、
本
立
て
や
写
真
立
て
な
ど

を
手
作
り
し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。

　
青
葉
小
学
校
１
年
生
の
山や

ま

田だ

史し

竜り
ゅ
う

さ
ん
は
「
紙
や
す

り
を
す
ご
く
頑
張
っ
た
。
楽
し
く
で
き
た
」
と
照
れ
く

さ
そ
う
に
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

冬
休
み
工
作
教
室

上
手
に
で
き
た
。
私
だ
け

の
本
立
て

▲�最年少ながらも一生懸命頑張って本立てを完成させた山田さん
（中央）

　
１
月
11
日
㈭
は
市
民
会
館
、
12
日
㈮
・
13
日
㈯
は
し

ん
た
21
で
、
食
育
お
や
こ
料
理
教
室
『
モ
ー
ッ
と
登
別

を
食
べ
よ
う
』
（
市
・
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
教
室
で
は
、
今
年
度
、
登
別
市
市
民
自
治
推
進
委

員
会
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
、
地
場
食
材
を
活
用
し
た

料
理
教
室
と
し
て
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
伊い

藤と
う

結ゆ
い

さ
ん
と
諒り

ょ
う

さ
ん
は
、

「
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
鬼
の
顔
に
し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
」

と
お
母
さ
ん
と
協
力
し
た
料
理
に
大
満
足
。
出
来
上
が

っ
た
品
を
笑
顔
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

食
育
お
や
こ
料
理
教
室

登
別
の
魅
力
を
親
子
で
調
理

▲�『登別牛』を使ったカツサンドや登別産の牛乳と卵を使用し
たカップケーキなどを仲良く調理 1

� 11

1
� 11～13
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１
月
10
日
㈬
、
市
民
会
館
で
『
平
成
30
年
登
別
市
消
防

出
初
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
で
行
っ
た
『
消
防
職
団
員
分
列
行
進
』
で
は
、

約
100
人
の
消
防
職
員
・
団
員
が
力
強
い
行
進
を
見
せ
、
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
か
っ
こ
い
い
」
と
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
西
胆
振
鳶と

び

土
木
工
事
業
連

合
組
合
や
西
胆
振
若わ

か

鳶と
び

会
、
千
歳
鳶と

び

土
工
事
業
組
合
、
千

歳
若わ

か

鳶と
び

会
の
皆
さ
ん
が
、
伝
統
芸
能
の
『
木き

遣や

り
歌
』
や

『
纏ま

と
い

振
り
』
、
『
は
し
ご
乗
り
』
を
披
露
。
特
に
、
威
勢

の
い
い
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
次
々
と
妙
技
が
繰
り
出
さ
れ

た
『
は
し
ご
乗
り
』
に
は
、
技
が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
の
た
め
に
貢
献
さ

れ
た
延
べ
61
人
の
消
防
団
員
に
対
し
、
登
別
市
長
表
彰
や

北
海
道
消
防
表
彰
、
北
海
道
消
防
協
会
表
彰
を
行
い
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平成30年登別市消防出
で

初
ぞめ

式
しき

防火・防災活動への
気持ちを新たに

▲�一糸乱れぬ行進を披露する消防団員

▲�江戸時代の『火
ひ

消
けし

』の技術をいま
に伝える『はしご乗り』

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

３月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
室
蘭
出
張

所
の
機
能
縮
小
に
伴
い
、
献
血
の
受

け
入
れ
を
１
月
31
日
㈬
を
も
っ
て
中

止
し
ま
し
た
。

　
移
動
献
血
車
の
巡
回
に
つ
い
て
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
出
張
所

�

（
☎
㊺
８
７
３
０
）

日
時
　
２
月
８
日
㈭
16
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な

が
る
市
民
が
気
軽
に
行
え
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

講�

師
　
北
海
道
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
・
岡お

か

崎ざ
き

朱あ
け

実み

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
新
築
や
改
築

を
し
た
方
、
表

示
板
を
紛
失
・

破
損
し
た
方
に
、

家
屋
な
ど
の
所

在
を
分
か
り
や

す
く
す
る
家
屋

表
示
板
を
無
償

で
配
布
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
28
日
㈬
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
�
３
２
３
０
）

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

　
市
は
、
市
内
の
良
好
な
景
観
ま
た

は
豊
か
な
み
ど
り
の
う
ち
、
次
代
へ

継
承
す
べ
き
特
に
貴
重
な
も
の
と
し

て
『
都
市
公
園
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
』

を
『
登
別
景
観
・
み
ど
り
遺
産
』
に

指
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
冬
期
休
園
中
で
す
が
、

４
月
下
旬
よ
り
開
園
予
定
で
す
の
で
、

異
常
や
故
障
な
ど
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
必
ず
行
い
ま
し

ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
浄
化
槽
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の
定

期
検
査
の
受
検
と
清
掃
の
実
施
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
期
検
査
と
清
掃
は
浄
化
槽
の
正

常
な
機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

　
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
は
、
セ
メ
ン
ト
の
原

料
や
燃
料
と
し
て
再
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
廃
船
に
す
る
場
合
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
03

－

５
５
４
２

－

１
２
０
２
）

支
援
が
必
要
な
要
支
援
者
な
ど
の
た

め
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
14
日
㈬
14
時
・
鷲
別
公
民
館

◦�

２
月
16
日
㈮
14
時
・
婦
人
セ
ン

タ
ー

◦�

２
月
21
日
㈬
14
時
・
市
民
会
館

◦�

２
月
21
日
㈬
18
時
・
市
民
会
館

※
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

　
４
月
か
ら
始
ま
る
日
常
生
活
上
の

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
28
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

当
分
の
間
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に

情
報
伝
達
訓
練
で
、
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

献
血
受
け
入
れ
中
止
の
お
知
ら
せ

環
境
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

登
別
景
観
・
み
ど
り
遺
産
を

指
定
し
ま
し
た

浄
化
槽
の
法
定
検
査
と

清
掃
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

Ｆエ
フ

Ｒア
ー
ル

Ｐピ
ー

船
の
廃
船
を

考
え
て
い
る
方
へ

新
し
い
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

中央町 ３月５日㈪～
３月10日㈯　

２月19日㈪～
３月２日㈮　

千歳町 ３月12日㈪～
３月17日㈯　

２月26日㈪～
３月９日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
１６０円）』を貼って出してください（１回につ
き５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

９
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
８
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
８
期
）
の
納
期
限

は
２
月
28
日
㈬
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
日
本
年

金
機
構
が
発
行
す
る
『
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

◦�

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
２

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方
…
平
成
29
年
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
済
み

◦�

平
成
29
年
10
月
３
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
…
２
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送

※�

平
成
29
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
場

合
は
、
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

○�

平
成
29
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を

２
年
前
納
し
た
方
の
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
に
つ

い
て

　
２
年
前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
を
所
得
よ
り
控
除
す
る
場

合
、
次
の
方
法
の
い
ず
れ
か
の
み
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

◦�

各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額

を
各
年
に
控
除

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所

�

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

発
生
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

正
し
い
処
理
と
分
別
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

◦�

中
身
は
必
ず
使
い
切
り
、
缶
に
穴

を
開
け
て
、
資
源
ご
み
へ

◦�

塗
料
用
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ガ
ス
抜

き
を
行
い
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
へ

※�

ガ
ス
抜
き
を
行
う
と
き
は
、
火
気

が
な
い
屋
外
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
タ
ー

◦�

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
中
身
を
使

い
切
り
、
燃
や
せ
る
ご
み
へ

◦�

金
属
製
の
ラ
イ
タ
ー
は
、
中
身
を

使
い
切
り
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
へ

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
中
身
が
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー
の
ご
み

処
理
方
法
を
誤
る
と
、
ご
み
収
集
車

や
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
火
災
を

　
市
は
、
電
気
自
動
車
の
普
及
や
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
を
図
る
た

め
、
市
役
所
本
庁
舎
前
に
電
気
自
動

車
用
急
速
充
電
器
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利�

用
時
間
　
24
時
間
、
365
日
（
１
回

30
分
ま
で
）

※�

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
り

休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利�

用
条
件
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
発
行
す
る
専
用
の
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
、
エ
コ
Ｑ
電
シ
ス
テ
ム

に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※�

利
用
料
金
は
カ
ー
ド
発
行
会
社
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
な
ど
の
ご
み
処
理
方
法

と
分
別
に
ご
協
力
を

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

の
利
用
に
つ
い
て

平成29年度 交通安全標語入賞作品

登　別　市　長　賞
・しあわせは　無事故の帰宅　ママの顔
　　　　（老人クラブ若緑会・里

さと

沼
ぬま

　省
しょう

二
じ

さん）
・走行中　スマホ電源　切り無事故
　　　　　　　　　（緑寿会・石

いし

川
かわ

　仁
ひろ

司
し

さん）
・気を付けよ　慣れた道ほど　落とし穴
　　　　　（老人クラブ鷲楽会・千

ち

葉
ば

　剛
つよし

さん）
・横断時　左右確かめ　待つ余裕
　　　　　　（新生虹の会・大

おお

上
うえ

　喜
き

美
み

子
こ

さん）

登別市交通安全協会長賞
・繰り返す　飲酒運転　大事故に
　　　　　　（新生喜楽会・黒

くろ

木
き

　眞
ま

貴
き

子
こ

さん）
・身に付けよう　動作で示す　安全運転
　　　　（老人クラブ鷲楽会・葛

か

西
さい

　知
とも

久
ひさ

さん）
・さあ出るよ　シートベルトは　しめたかな
　　　　　　　　（新寿会・中

なか

野
の

　恵
え

美
み

子
こ

さん）

登別市老人クラブ連合会長賞
・一瞬の　わき見居眠り　事故まねく
　　　　　　　（平寿会・傳

でん

法
ぽう

谷
や

　喜
き

代
よ

吉
きち

さん）
・夕暮は　光るライトと　目立つ服
　　　　　　　　（新寿会・青

あお

木
き

　美
み

知
ち

子
こ

さん）
・ドライブで　自信過剰が　命とり
　　　　　　　（鉄南福寿会・登

のぼり

山
やま

　礼
れい

子
こ

さん）

▶問い合わせ　市民サービスグループ
� （☎�２１３９）

　登別市老人クラブ連合会は、高齢者の交通安
全への関心を高め、自己啓発を図るため、交通
安全標語を作成しています。

利用可能な車種
メーカー 車種

三菱自動車工業
�i
アイ

-M
ミ ー ブ

iEV、アウトラ
ンダーP

ピーエイチイーブイ

HEV、ミ
ニキャブ・ミーブ

日産自動車 リーフ、e
イーエヌブイ

-NV200
富士重工業 プラグインステラ
トヨタ自動車 e

イーキュー

Q
マツダ デミオＥ

イ ー ブ イ

Ｖ
本田技研工業 フィットＥ

イ ー ブ イ

Ｖ
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募
　
集

４１㈰ のぼりんの減額使用料を改定します

▶問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）

　市は、厳しい財政状況の中、公共施設の維持管理経費が大きな
負担となっていることなどから、行財政改革の一環として、４月
１日㈰以降の『のぼりん』の減額使用料を改定します。
　なお、他の公共施設については、平成28年４月１日に減額使用
料の引き上げを行っているため、改定は行いません。

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長

と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
２
月
19
日
㈪
９
時
30
分
～
17

時
（
１
人
・
組
に
つ
き
30
分
程
度
）

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※�

苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

問
題
の
相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が
、

過
去
に
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し

て
い
た
場
合
に
は
、
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課

�
（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）

日�

時
　
２
月
15
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
作
成
、

個
人
面
談
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
９
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

�

（
☎
�
１
４
５
０
）

申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
参
加
者
全
員

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
内

容
を
必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
７
日
㈬
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

　
中ち

ゅ
う
皮ひ

腫し
ゅ

や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

　
例
年
、
冬
に
な
る
と
屋
根
に
積
も

っ
た
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
が
落
下
し
、

歩
行
者
や
近
く
で
遊
ん
で
い
た
子
ど

も
が
、
け
が
を
す
る
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
落
氷
雪
事
故
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
建
物
の
所
有
者
　

◦�

道
路
や
隣
地
に
、
落
氷
雪
の
恐
れ

が
あ
る
屋
根
に
は
、
雪
止
め
を
設

置
し
ま
し
ょ
う

◦�

窓
枠
や
突
出
し
た
看
板
な
ど
に
付

着
し
た
氷
雪
は
、
早
め
に
除
去
し

ま
し
ょ
う

◦�

落
氷
雪
の
除
去
の
場
合
は
、
自
身

や
歩
行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う

○
歩
行
者
な
ど
　

◦�

軒
下
を
通
行
す
る
場
合
は
、
屋
根

な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
開
発
建
設
部
室

蘭
道
路
事
務
所
総
務
課

�

（
☎
�
３
１
３
５
）

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

就
職
セ
ミ
ナ
ー

石せ
き

綿め
ん

に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済

落
氷
雪
事
故
に
ご
注
意
を

日�

時
　
２
月
18
日
㈰
９
時
30
分
～
12

時
30
分

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

内�

容
　
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
小
児
な

ど
に
対
す
る
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
を

含
め
た
心
肺
蘇
生
法
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
13
日
㈫
ま
で
に
消

防
署
警
備
Ｇ
（
☎
�
２
５
５
１
）

救
急
救
命
講
習
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぼりん使用料一覧� （単位：円）

室名 使用料区分 午前（９時～12時） 午後（13時～17時） 夜間（18時～22時） 全日（９時～22時）
使用料 冬季使用料 使用料 冬季使用料 使用料 冬季使用料 使用料 冬季使用料

市民活
動室Ａ

通常 1,400� 1,600� 1,900� 2,200� 1,900� 2,200� 4,800� 5,600�

減額 現行 450� 650� 600� 900� 600� 900� 1,450� 2,250�
改定後 700� 900� 950� 1,250� 950� 1,250� 2,400� 3,200�

市民活
動室Ｂ

通常 500� 600� 700� 800� 700� 800� 1,700� 2,000�

減額 現行 150� 250� 200� 300� 200� 300� 550� 850�
改定後 250� 350� 350� 450� 350� 450� 850� 1,150�

市民活
動室Ｃ

通常 300� 400� 500� 600� 500� 600� 1,200� 1,400�

減額 現行 100� 200� 150� 250� 150� 250� 400� 600�
改定後 150� 250� 250� 350� 250� 350� 600� 800�

市民活
動室Ｄ

通常 800� 900� 1,000� 1,200� 1,000� 1,200� 2,700� 3,200�

減額 現行 250� 350� 300� 500� 300� 500� 850� 1,350�
改定後 400� 500� 500� 700� 500� 700� 1,350� 1,850�
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



写真で語る昔の

（http://w
w
w
.

rinya.m
aff.go.jp�

/hokkaido/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
森
林
管
理
局

企
画
課
（
☎
011

－

622

－

５
２
２
８
）

　
北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
国
民
の

皆
さ
ん
に
国
有
林
の
役
割
や
現
状
な

ど
を
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
幅

広
い
意
見
を
把
握
し
、
国
有
林
野
の

管
理
運
営
に
役
立
て
る
た
め
、
平
成

30
・
31
年
度
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
北

海
道
森
林
管
理
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

体�

育
館
開
放
施
設
　
鷲
別
小
学
校
、

若
草
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
青

葉
小
学
校
、
幌
別
西
小
学
校
、
幌

別
小
学
校
、
幌
別
東
小
学
校
、
登

別
小
学
校
、
登
別
中
学
校
、
カ
ン

ト
・
レ
ラ

開�

放
期
間
　
４
月
２
日
㈪
～
平
成
31

年
２
月
28
日
㈭
18
時
～
21
時

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
31
日
～
平
成
31
年
１
月
４

◦�

興
行
や
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動

で
利
用
し
な
い
こ
と

利�

用
料
　
１
回
に
つ
き
500
円
（
青
少

年
団
体
は
250
円
）

※�

青
少
年
団
体
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
た
お
お
む
ね
３

分
の
２
以
上
が
15
歳
以
下
で
構
成

さ
れ
る
団
体
。

申�

し
込
み
　
２
月
15
日
㈭
ま
で
に
社

会
教
育
Ｇ
、
各
青
少
年
会
館
、
総

合
体
育
館
に
備
え
付
け
ま
た
は
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

社
会
教
育
Ｇ
へ
持
参
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
思
�
９
７
４

４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：syakyou@

cit�
y.noboribetsu.lg.jp

）

※�

申
し
込
ん
だ
団
体
の
代
表
者
は
、

３
月
９
日
㈮
18
時
30
分
か
ら
市
民

会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
う
『
利
用
調

整
会
議
』
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日
）
、
学
校
行
事
な
ど
で
使
用
す

る
日
を
除
く
。

※�

鷲
別
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
登

別
中
学
校
は
、
18
時
30
分
か
ら
21

時
ま
で
。

※�

カ
ン
ト
・
レ
ラ
は
、
11
月
30
日
㈮

ま
で
。

対
象
　
次
の
３
点
を
満
た
す
団
体

◦�

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
を
し
て

い
る
10
人
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ

る
団
体
で
あ
る
こ
と

◦�
団
体
の
構
成
員
の
中
か
ら
責
任
者

と
代
理
責
任
者
を
１
人
ず
つ
明
確

に
す
る
こ
と

　
内
閣
府
は
、
平
成
30
年
度
に
実
施

す
る
『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
』
事

業
、
『
世
界
青
年
の
船
』
事
業
、
国

際
青
年
育
成
交
流
事
業
、
日
本
・
中

国
青
年
親
善
交
流
事
業
、
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
事
業
、
地
域
コ
ア

リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
青
年

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
内
閣
府
青
年
国
際
交

流
担
当
室
（
☎
03

－

６
２
５
７

－

１
４
３
４
）
、
北
海
道
総
合
政
策

部
国
際
局
国
際
課
（
☎
011

－

204

－

５
０
９
１
）

内
閣
府
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http:�

//w
w
w
.cao.go�

.jp/koryu/

）
を

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の

体
育
館
を
夜
間
開
放
し
ま
す

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

第７回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

『子宝もちつき舞い』
　初披露

　
安
産
や
夫
婦
円
満
を
願
う
『
子
宝
も
ち
つ
き

舞
い
』
。
４
人
の
若
者
が
器
用
に
き
ね
を
使
い
、

も
ち
を
つ
く
こ
の
舞
い
が
初
め
て
披
露
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
56
年
２
月
３
日
。
地
元

有
志
が
集
ま
り
、
第
10
回
を
迎
え
る

登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
を
記
念
し
て
、

登
別
温
泉
の
硫
黄
泉
『
子
宝
湯
』
に

ち
な
み
、
創
作
し
た
の
が
『
子
宝
も

ち
つ
き
舞
い
』
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
毎
年
、
登
別
温
泉
湯

ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

会
場
と
な
っ
て
い
た
ホ
テ
ル
が
道
路

工
事
に
伴
っ
て
閉
館
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
一
時
中
断
。

し
か
し
、
地
元
の
若
手
有
志
の
声
掛

け
に
よ
り
、
平
成
21
年
の
元
旦
に
、

ホ
テ
ル
跡
地
を
利
用
し
た
泉
源
公
園

を
舞
台
に
復
活
し
、
そ
の
勇
壮
な
舞

い
は
、
登
別
温
泉
の
名
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

－昭和56年２月３日－

採
用
試
験
・
応
募
締
切
日
　

○�

２
月
24
日
㈯
（
男
性
）
・
２
月
21

日
㈬
（
必
着
）

○�

２
月
24
日
㈯
（
女
性
）
・
２
月
21

日
㈬
（
必
着
）

○�

２
月
25
日
㈰
（
男
性
）
・
２
月
21

日
㈬
（
必
着
）

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

問�

い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
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▶申告期間　２月16日㈮～３月15日㈭
▶受付場所・日時　
　・室蘭税務署受け付け（確定申告）

場所 月日 受付時間

室蘭税務署
室蘭地方合同庁舎２階

２月16日㈮～３月15日㈭
（土・日曜日を除く）

９時～16時
※�会場の混在状況により、受け付けを早く締め
切ることがありますので、ご注意ください。

　・登別市受け付け（確定申告、市・道民税申告）
場所 月日 受付時間

市役所３階第１会議室 １月22日㈪～３月15日㈭
（土・日曜日、祝日を除く）

９時～11時30分
13時～16時30分

※事業所得などの確定申告は受け付けしません。

市役所１階６番窓口 ２月25日㈰・３月４日㈰
鷲別公民館 ３月５日㈪・６日㈫・７日㈬

登別温泉ふれあいセンター ３月２日㈮
婦人センター ２月26日㈪・27日㈫

▶�申告に必要なもの　印鑑（シャチハタ不可）、マイナンバーカード（個人番号カード）または番号確認書
類と身元確認書類、前年の収入金額を証明する書類（原本）、各保険料控除証明書類、障害者手帳、預金
通帳（還付金が発生する場合）など
※マイナンバーカードをお持ちでない方は、番号確認書類と身元確認書類が一つずつ必要です。

番号確認書類
◦�個人番号通知カード
◦�住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるもの）

＋
身元確認書類
◦�運転免許証
◦�公的医療保険の被保険者証
◦�障害者手帳　　　　など

※�控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者がいる方は、それぞれのマイナンバーが確認できるものを持参し
てください。

ブ
サ
イ
ト
（http�

s://www.shoub�
o-shiken.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（https:�

//w
w
w
.shoub�

o-shiken.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ

月
日
　
３
月
24
日
㈯

場
所
　
札
幌
市

内
容
　
乙
種
（
第
４
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
申
請
…
２
月
15
日
㈭
～
22
日

㈭
◦�

電
子
申
請
…
２
月
12
日
㈪
～
19
日

㈪
※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

平
成
29
年
度
第
５
回

消
防
設
備
士
試
験

平
成
29
年
度
第
９
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

月
日
　
３
月
24
日
㈯

場
所
　
札
幌
市

内
容
　
乙
種
（
第
４
・
６
・
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
申
請
…
２
月
15
日
㈭
～
22
日

㈭
◦�

電
子
申
請
…
２
月
12
日
㈪
～
19
日

㈪
※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

　
高
齢
者
の
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、

市
と
株
式
会
社
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
が
共
同
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
仕
事
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日�

時
　
３
月
９
日
㈮
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
鷲
別
公
民
館

対�

象
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
求
職

中
の
60
歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
３
月
８
日
㈭
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

シ
ニ
ア
向
け
お
仕
事
説
明
会

in
の

イ
ン

ぼ
り
べ
つ

所得税・復興特別所得税の確定申告、
市・道民税の申告を忘れずに

▶問い合わせ　税務グループ（☎�１１５５）、室蘭税務署（☎㉒４１５１）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



これまでに実施したパブ
リックコメントの結果は
市公式ウェブサイト
（http://www.city.no�
boribetsu.lg.jp/docs/
2017033�
100063/）
でご覧い
ただけま
す。

　市は、基本的な構想・計画や市民生活に大きく影響する条例などの
制定・改廃の案について、決定前に公表し、市民の皆さんから寄せら
れた意見を考慮しながら、最終案を作成しています。

◎パブリックコメントを実施する案件
▶案件名　登別市生活排水処理基本計画（案）
▶�概要　平成11年12月に策定した本計画は、生活排水の適正処理を行うため、市内の生活排水（し尿や
生活雑排水）をどのような方法で、どの程度処理していくかを定めるとともに、生活排水処理を行う
過程で発生する汚泥の処理方法など、生活排水処理に係る基本方針を定めるものです。これまでに３
回の見直しを行っている現計画（第４次計画）は、策定してか
ら５年が経過しており、状況の変化などがあることから、第５
次計画を策定します。
▶募集期間　２月５日㈪～３月７日㈬
▶�閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた
21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活動センター、
環境対策グループ（クリンクルセンター内）に備え付けるほか、
市公式ウェブサイトにも掲載しています。

▶�意見の提出方法　閲覧場所に備え付けの専用用紙または任意の
用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を記入
し、閲覧場所に備え付けの意見箱に投函するか、郵送または
ファクス、Ｅメールで環境対策グループ（〒059－0002幸町２丁目５、思�２５８５、Eメール：
cleancle@city.noboribetsu.lg.jp）に提出してください。
※�電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
▶�意見の例　「○○について、△△と記載されているが、□□という記載も必要ではないか」、「○○
事業に係る△△の目標値について、□□の理由から◇◇とすべきではないか」など、皆さんの意見を
お寄せください。
▶�意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の考え方は、市公式ウェ
ブサイトに掲載するほか、閲覧場所に閲覧ファイルを備え付けます。
※�意見を提出された方に対して、個別の回答は行いません。
※�意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公表しません。
▶問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

◎パブリックコメントを終了した案件
▶案件名　第７期登別市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（案）
▶募集期間　平成29年11月１日㈬～11月30日㈭
▶�提出された意見数　０件
▶�問い合わせ　社会福祉グループ（☎�１９１１）

パブリックコメント（意見公募）のお知らせ
～皆さんからの意見を募集します～

▲�生活排水の処理を行う若山浄化セン
ター

23 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ３月17日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：阿

あ

部
べ

　洋
よう

介
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

３月９日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

２月24日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

２月23日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

２月15日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

２月８日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

２月22日㈭・23日㈮
17時30分～20時
２月24日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、市営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

社会福祉グル
ープ 仕事や生活などの困りごと 社会福祉Ｇ

（☎�１９１１）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

２月21日㈬・３月９
日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談 ２月15日㈭
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎�６５８６）

24� 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
・
内
容
　

①�

３
月
３
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30

分
…
沐
浴
・
抱
っ
こ
・
お
む
つ
交

換
の
体
験
実
習
、
妊
婦
体
験
な
ど

②�

３
月
７
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30

分
…
妊
娠
し
て
い
る
方
や
出
産
経

験
者
と
の
交
流
会
、
妊
娠
期
か
ら

産
後
ま
で
の
食
生
活
の
お
話
な
ど

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　

①
妊
娠
し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
５
日
㈪
・
３
月
５
日
㈪
10
時

～
15
時
…
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�
２
月
７
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�
２
月
14
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

日
時
　
２
月
17
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
お
ひ
な
様
づ
く
り
、
遊
具
を

使
っ
た
自
由
遊
び
な
ど

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
６
日
㈫
…
登
別
保
育
所

◦�

２
月
８
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所
、

鷲
別
保
育
所

◦�

２
月
15
日
㈭
…
富
士
保
育
所
、
栄

町
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
雪
遊
び

持�

ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護

者
）
、
防
寒
着
、
帽
子
、
手
袋
、

着
替
え

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

日
時
　
２
月
21
日
㈬
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◦�

２
月
21
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
食

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会

所
に
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
28
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
お
ひ
な
様
づ
く
り

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
申�
し
込
み
　
２
月
16
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

お
楽
し
み
デ
ー

『
お
ひ
な
様
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所名・住所・電話番号

２月４日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院�（☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２
K.FUKUDA DENTAL CLINIC
� （☎㊿６５６５）
登別市鷲別町３丁目22－２

２月11日㈰
９時～11時

林歯科医院� （☎㊻２２２４）
室蘭市高砂町１丁目51－18
さくら歯科・矯正歯科
� （☎０１４２㉑４１０８）
伊達市舟岡町208－27

２月12日㈪
９時～11時

福田歯科� （☎㊺６１０６）
室蘭市輪西町２丁目８－２

２月18日㈰
９時～11時

高砂歯科医院� （☎㊺８６２２）
室蘭市高砂町５丁目31－12

２月25日㈰
９時～11時

松田歯科医院� （☎㊻６４８０）
室蘭市日の出町１丁目24－25

２月の歯科救急医療②
妊
娠
し
て
い
る
方

定
員
　

①
20
組
（
申
し
込
み
順
）

②
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
23
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

25 すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
市
医
師
会
事
務

局
（
☎
㊺
４
３
９
３
）

日
時
　
２
月
９
日
㈮
10
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
食
事
や
発
音
に
関
係
す
る
器

官
の
働
き
や
動
き
に
つ
い
て
の
講

座
講
師
　
言
語
聴
覚
士
・
辻つ

じ

本も
と

舞ま
い

さ
ん

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

日
時
　
２
月
16
日
㈮
10
時
～
12
時

集
合
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
２
月
８
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
20
日
㈫
11
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
雪
遊
び
、
そ
り
す
べ
り

持�

ち
物
　
着
替
え
、
動
き
や
す
い
服

装
と
靴
、
飲
み
物
、
防
寒
着
な
ど

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

内�

容
　
つ
る
つ
る
リ
ン
ク
や
そ
り
す

べ
り
で
楽
し
も
う

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

防
寒
着
、
飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
15
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－
０
８
６
５
）

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
か
ま
く
ら
づ
く
り

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
着
替
え
、
動
き
や
す
い
服

装
と
靴
、
飲
み
物
、
防
寒
着
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
16
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
２
月
17
日
㈯
10
時
30
分
～
12

日
時
　
２
月
23
日
㈮
10
時
～
13
時

場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

※�

バ
ス
を
利
用
し
て
移
動
し
ま
す
。

乗
車
場
所
に
つ
い
て
は
、
『
と
～

ま
す
』
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
そ
り
す
べ
り
、
お
も
ち
ゃ
を

使
っ
た
自
由
遊
び
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
20
日
㈫
ま
で
に

『
と
～
ま
す
』
事
務
局
・
稲い

な

葉ば

さ

ん
（
☎
090

－

２
８
１
３

－

８
７
１

１
）

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

鷲
別
子
育
て
サ
ロ
ン

『
と
～
ま
す
』

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成29年10月６日～
10月31日生まれ）

３月14日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年５月生まれ）

３月１日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成28年７月30日～
８月31日生まれ）

３月28日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年２月生まれ）

３月８日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

３月15日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康相談� 健康診査

26� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

日
時
　
２
月
17
日
㈯
11
時
～
12
時

場
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

内
容
　
転
倒
を
予
防
し
よ
う

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
市
医
師
会
事
務

局
（
☎
㊺
４
３
９
３
）

　
が
ん
に
よ
る
身
体
的
・
精
神
的
な

苦
痛
を
和
ら
げ
る
『
緩
和
ケ
ア
』
に

講�
師
　
登
別
す
ず
ら
ん
病
院
・
森も

り

江え

め
ぐ
み
さ
ん
、
尾お

森も
り

千ち

春は
る

さ
ん

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
�
５
９
６
２
）

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
２
月
24
日
㈯
14
時
～
17
時

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

内�

容
　
医
師
の
講
演
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
や
自
宅
で
看み

取と

り
を
経
験
さ
れ

た
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
西
胆
振
緩
和
ケ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
洞
爺
温
泉

病
院
内
・
☎
０
１
４
２
�
２
３
１

１
）

日�

時
　
２
月
20
日
㈫
18
時
30
分
～
20

時
30
分

場�

所
　
蓬ほ

う

崍ら
い

殿で
ん

（
室
蘭
市
宮
の
森
町

１
丁
目
１
）

内�

容
　
講
演
（
西
胆
振
の
災
害
医
療

体
制
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
～
そ
の
概
念
と
実
際

～
）
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
災
害
時
に
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日�

時
　
２
月
14
日
㈬
10
時
30
分
～
11

時
場�

所
　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
集
団
栄
養
指
導
教
室

内
容
　
減
塩
料
理
に
つ
い
て
の
講
話

申�
し
込
み
　
２
月
13
日
㈫
16
時
ま
で

に
同
病
院
栄
養
管
理
室
（
☎
�
３

２
３
５
）

医
療
相
談
会
・
講
習
会

～
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
知
恵
～

市
民
公
開
講
座

～
ど
う
す
る
？
ど
う
な
る
？

『
が
ん
』
と
い
わ
れ
た
ら
～

北
海
道
救
急
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム

～
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
～

健
康
教
室　

～
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
～

鷲別児童館を移転します

お詫び
と
訂正

　鷲別児童館は、２月26日㈪、鷲
別小学校・鷲別中学校の隣接地へ
移転します。
　現在、鷲別小学校内に開設して
いる鷲別児童クラブも、新鷲別児
童館に移転します。
　ぜひ、ご利用ください。

▶問い合わせ　子育てグループ
� （☎�５６３４）

▶移転先　鷲別町４丁目36－６

日時 ３月11日㈰
午前の部　８時30分～ 午後の部　12時30分～

場所 しんた21
対象 奇数月生まれの40歳以上の女性

内容
マンモグラフィー検査

※�40歳代の方は、希望者のみ超音波（エコー）検査
を追加で受けることが出来ます（自己負担金4,120
円、定員あり）

定員 午前の部50人 午後の部40人
料金 2,200円（50歳以上の方は1,900円）
※�国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世帯、
市民税非課税世帯は無料です。
▶�申し込み　２月13日㈫までに、時間帯、氏名（ふりがな）、
生年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、超音波検査の
希望の有無を記入の上、郵送またはファクス、Ｅメールで健
康推進グループ（〒059－0016片倉町６丁目９－１、☎�０１
００、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@city.noboribets�
u.lg.jp）

　広報のぼりべつ１月号22ページに掲載した『乳がん
検診のお知らせ』の対象者について、誤りがありまし
た。訂正してお詫びします。
　対象　（正）奇数月生まれの40歳以上の女性
　　　　（誤）偶数月生まれの40歳以上の女性
※訂正に伴い、申込期限を延長しました。

乳がん検診のお知らせ

現鷲別児童館

至ＪＲ鷲別駅

至室蘭市街

至白老

国道
36
号

鷲別中学校

鷲別小学校新鷲別児童館

27 すくすく子育て　いきいき健康



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

２
月
号

日�

時
　
３
月
４
日
㈰
13
時
（
受
け
付

け
は
12
時
30
分
～
）

場�

所
　
室
蘭
市
中
島
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
中
島
本
町
１
丁
目
９

－

18
）

対�

象
　
小
学
４
年
生
以
上
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参�

加
料
　
500
円
（
高
校
生
以
下
は
無

料
）

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
、
上
靴

（
運
動
靴
）

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
カ
ー
リ
ン
グ
協

会
・
野
村
さ
ん
（
☎
090

－

９
０
８

３

－

５
８
２
３
）

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
15
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
２
月
17
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
近
現

代
の
状
況
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

講�

師
　
ア
イ
ヌ
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

富と

樫が
し

利と
し

一か
ず

さ
ん

定
員
　
50
人

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
最
終
金
曜

日
（
２
月
23
日
㈮
）
は
休
館
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
・
内
容
　

①�

２
月
24
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時
・

レ
ゴ
ロ
ボ
作
り

②�

２
月
24
日
㈯
14
時
～
16
時
30
分
・

磁
石
リ
モ
コ
ン
カ
ー
作
り

場
所
　
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

対�
象
　
①
は
小
学
１
～
４
年
生
、
②

は
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生

申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈭

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

�

（
☎
㊻
５
３
３
７
）

円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

期
間
　
３
月
３
日
㈯
ま
で

場
所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
時

代
の
ひ
な
人
形
の
展
示

入�

館
料
　
190
円
（
中
学
生
以
下
は
60

日�

時
　
２
月
18
日
㈰
８
時
45
分
～
11

時
30
分

場�

所
　
胆
振
幌
別
川
白
鳥
テ
ラ
ス

参
加
料
　
100
円

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）

申�

し
込
み
　
２
月
15
日
㈭
ま
で
に
同

支
部
・
井
上
さ
ん

�

（
☎
�
４
２
３
２
）

日
時
　
２
月
24
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

日
時
　
２
月
10
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
２
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬
10
時

30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
２
月
24
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
『
た
た
ら
吹
き
製
鉄
』
の
歴

史
、
室
蘭
と
登
別
に
お
け
る
製
鉄

の
歴
史

講�

師
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
・
石い

し

崎ざ
き

勝か
つ

男お

さ
ん

定
員
　
50
人

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
24
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
、
菓
子
持
ち
帰
り
用

の
容
器
、
ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の

型
（
お
持
ち
の
方
）

申�

し
込
み
　
２
月
２
日
㈮
か
ら
16
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

ア
イ
ヌ
文
化
講
座

市
立
図
書
館
休
館
情
報

室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト

ア
リ
ー
ナ
『
２
月
体
験
教
室
』

郷
土
資
料
館
企
画
展

『
お
ひ
な
さ
ま
人
形
展
』

探
鳥
会

～
日
本
野
鳥
の
会
室
蘭
支
部
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

郷
土
文
化
講
座

『
日
本
古
来
の
製
鉄
法

た
た
ら
を
学
ぶ
』

『
ら
く
が
ん
』

和
菓
子
作
り
体
験

28� わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



一般エントリーのお知らせ
５月13日㈰開催 『第43回登別こいのぼりマラソン』

　
水
泳
大
会
の
た
め
２
月
４
日
㈰
は

17
時
ま
で
全
館
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル

�

（
☎
�
５
５
８
８
）

入�

場
料
　
１
千
800
円
（
１
ド
リ
ン
ク

付
き
の
チ
ケ
ッ
ト
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん
（
☎
090

－

７
５
１

１

－

０
２
３
４
）

日
時
　
２
月
10
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内�
容
　
レ
コ
ー
ド
で
映
画
音
楽
や
ジ

ャ
ズ
を
楽
し
む

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
飲
み
物
付
き
）

申�

し
込
み
　
２
月
８
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
２
月
17
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
生
殖
器
に
関
わ
る
が
ん
の
話

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
200
円

申�

し
込
み
　
２
月
15
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
３
月
３
日
㈯
19
時
～

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
Ｓ
＆ア

ン
ド
Ｇ
カ
バ
ー
デ
ュ
オ
『
ト

ム
さ
ん
ジ
ュ
リ
さ
ん
』
の
演
奏

定
員
　
30
人

市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

休
館
の
お
知
ら
せ

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

『
サ
イ
モ
ン
＆ア

ン
ド

ガ
ー
フ
ァ
ン

ク
ル
』
カ
バ
ー
ラ
イ
ブ

　登別こいのぼりマラソンで市街地を駆け抜けてみませんか。今
回も『コスプレランナー』に特別賞を用意するほか、ランナー３
人でチームを組み、合計タイムを競う『団体戦』を行います。
▶種目・料金
距離 区分（５月13日時点での年齢や学年） 参加料

10㌔㍍
高校生～39歳の部（男子の部・女子の部）

3,000円
高校生は2,000円40歳～59歳の部（男子の部・女子の部）

60歳以上の部（男子の部・女子の部）

５㌔㍍

中学生の部（男子の部・女子の部） 1,500円
高校生～39歳の部（男子の部・女子の部）

3,000円
高校生は2,000円40歳～59歳の部（男子の部・女子の部）

60歳以上の部（男子の部・女子の部）

３㌔㍍
小学生１～３年の部（男子の部・女子の部）

1,500円
小学生４～６年の部（男子の部・女子の部）
親子（小学生とその親１人） １組3,000円

※�参加特典として、『登別石水亭　温泉日帰り入浴券』、『のぼりべつ牛乳プリン』、『登別こいのぼり
マラソンオリジナルグッズ』をプレゼントするほか、完走者全員に『完走証』をお渡しします。
▶申込方法と申込期間

申込方法 申込期間

ゆうちょ銀行窓口 市役所や各支所、市民会館、総合体育館、市民プールなどに備え付けのエントリー
用紙に必要事項を記入し、参加料を添えてゆうちょ銀行窓口で申し込み ２月23日㈮～

４月13日㈮　インターネット Ｒ
ラ ン ネ ッ ト

ＵＮＮＥＴ、スポーツエントリー、スポーツナビD
ド ゥ

oのいずれかから申し込み
電話 スポーツエントリー（℡0570-550-846）で申し込み（土・日曜日、祝日を除く）

※�２月16日㈮まで、市民の方や市内に通勤・通学している方がお得な料金でエントリーできる『期間限定
！お得な市民先行エントリー』を実施しています。申込方法などが異なりますので、詳しくは問い合わ
せください。
▶問い合わせ　登別こいのぼりマラソン実行委員会（社会教育グループ内・☎�１１２９）

登別バドミントンスポーツ少年団
日時　毎週土曜日13時30分～17時
場所　総合体育館、富岸青少年会館
対象・定員　小学３～５年生・10人程度
会�費　月額1,000円（このほか入団費、
親の会の会費など）
※�入団決定時にスポーツ安全保険に加入
していただきます。
申�し込み　２月28日㈬までに柳

やな

瀬
せ

さん
� （☎090－7656－2328）

団 員 募 集

登別こいのぼり
マラソン公式
フェイスブック
ＵＲＬ：https://www.ｆacebooｋ.
com/ｋoinoborimarason/

JR幌別駅

市営陸上
競技場

市役所

コンビニ
エンスストア

コンビニ
エンスストア

富士
2号公園

北海道銀行

5㌔㍍
折り返し

10㌔㍍
折り返し

岡志別の森
運動公園

アーニス

スタート・ゴール

3㌔㍍

コンビニ
エンスストア

最新の情報はこちらから
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申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

申し込みは、原則、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

のぼりん展示コーナー

会員小品展（登別美術協会主催）
展示期間　２月28日㈬13時まで
内容　絵画や陶芸作品の展示

のぼりんイベント

市民活動交流フェスタ2018
　今年も、市民活動センターに登録している団体
が参加し、ステージ発表や体験コーナー、活動紹
介パネル展などの催しを行います。
日時　２月18日㈰10時～15時
場所　市民会館中ホール

のぼりんナイトカルチャー

女性のためのナイトリフレッシュ
日時　毎週月曜日19時30分～20時15分
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　希望日の前日までにのぼりん

ヨガ教室
日時　毎週金曜日19時45分～20時30分
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　希望日の前日までにのぼりん

初心者書道教室（成
なり

田
た

　成
せい

峰
ほう

講師）
日時　２月14日㈬10時～12時
内容　楷書や行書を学びます
定員　10人（申し込み順）
持�ち物　硯

すずり

、墨
ぼく

液
えき

、筆（大小）、
文
ぶん

鎮
ちん

、下敷き、半紙、新聞紙

陶芸教室（佐
さ

藤
とう

　彰
あきら

講師）
日時　２月17日㈯10時～12時
内�容　粘土で花瓶やコップを
作ります

定員　20人（申し込み順）
参�加料　1,000円（粘土、上

うわ

薬
ぐすり

、焼き代）

登別歴史散歩（街
かい

道
どう

　重
しげ

昭
あき

講師）
『まよい道』篇

へん

（全５回のうち第５回）
日時　２月６日㈫10時～12時
内容　登別の歴史を学びます
定員　20人（申し込み順）
申し込み　２月５日㈪までにのぼりん

かっぽれ（櫻
さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆう

講師）
日時　２月19日㈪13時30分～15時30分
内容　楽しく粋な江戸芸です
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装、日本手拭い

生け花教室（講師　登別華道連盟）
日時　２月24日㈯10時～11時30分
内容　桃の花を生けます
定員　15人（申し込み順）
参加料　1,500円（花代）
持�ち物　剣山、はさみ、花器（ない方はどんぶり
などの大きめの食器）など

申し込み　２月17日㈯までにのぼりん

葉
よう

画
が

教室（高
たか

野
の

　恵
けい

子
こ

講師）
日�時　２月23日㈮10時～12時
内�容　いろいろな葉で色

しき

紙
し

大
だい

の絵を描きます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料代）

30� わくわくおでかけナビゲーション
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わ
せ
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

　冬になるとはっきりと見える動物の痕跡を探し
に行きます。また、動物の足跡地図を作ります。
日時　２月10日㈯10時～15時
対象　小学生
参加料　200円
持�ち物　屋外で活動できる服装、防寒着、手袋、
帽子、防寒靴、着替え、昼食、飲み物など
申し込み　２月７日㈬までにふぉれすと鉱山

ながぐつレンジャー

　歩くことも滑ることもできる『ネイチャース
キー』を楽しんでみませんか。
日�時　２月17日㈯・24日㈯、３月４日㈰10時～12
時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持�ち物　野外で活動できる服装・スノーブーツ
（なるべく固い素材の靴）、手袋、帽子、着替え
申�し込み　参加希望日の前日までにふぉれすと鉱
山

ネイチャースキー

　動物の痕跡を追い、生態を探る『アニマルト
ラッキング』を、雪が積もった森で楽しみます。
日時　２月10日㈯10時30分～11時30分
対象　18歳以上の方
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装・靴、防寒着、飲
み物、手袋、帽子など

申し込み　２月９日㈮までにふぉれすと鉱山

里山ガイドウォーク

　ネイチャースキーを履いて、森へ出掛けます。
日時　２月12日㈪10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　防寒着・防寒靴（なるべく紐靴）、リュッ
ク、ゲイター（スパッツ）、昼食、飲み物など

申し込み　２月９日㈮までにふぉれすと鉱山

たまにはアウトドアライフ

　鉱山の歴史が感じられる散策路『フットパス』
を歩き、冬景色を楽しみます。
日時　２月24日㈯10時～12時
定員　30人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴。
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装・靴、防寒着、飲
み物、手袋、帽子など

申し込み　２月23日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　ひな祭りをイメージできるような工作やおやつ
作りを楽しみます。ひな人形との写真撮影もでき
ます。
日時　３月３日㈯13時～15時
参加料　実費
※持ち物など、詳しくは問い合わせください。

ひなまつりイベント

　歩くスキーレースとマウンテンバイクレースを
行います。申告タイムと実際のタイムの差を競う
ので、自分のペースでお楽しみいただけます。
日時　２月11日㈰10時～13時（受け付けは９時～）
対象　中学生以上
定�員　歩くスキーは30人、マウンテンバイクは20
人（それぞれ申し込み順）
参�加料　歩くスキーは1,200円、マウンテンバイ
クは500円、両方参加する場合は1,500円
※�歩くスキーやマウンテンバイクをレンタルする
方は、それぞれ利用料金がかかります。
持�ち物　野外活動ができる服装、飲み物、防寒着、
歩くスキーのセット（お持ちの方）など
申し込み　２月８日㈭までにふぉれすと鉱山

コーザン・ホワイトレース
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若いチカラが登別の未来を創る

２
月
28
日
㈬
ま
で
、
第
10
回
北
海

道
高
校
生
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

２
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
苫
小
牧
で
『
日
本
工
学
院
北

海
道
専
門
学
校
卒
業
制
作
・
修
了
制

作
展
』
を
開
催
し
、
各
学
科
の
作
品

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

卒
業
を
ひ
か
え
た
２
・
３
年
生
の

学
生
は
、
現
在
、
展
示
作
品
の
仕
上

げ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

苫
小
牧
に
お
出
掛
け
の
際
は
、
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時
　

◦�

２
月
３
日
㈯

　
11
時
～
14
時
30
分

◦�

２
月
25
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
高
校
生

の
皆
さ
ん
の
応
募
を
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://www.nkhs.ac.jp/conte�
st/illust/index.ht�
m
l

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

卒
業
・
修
了
制
作
展

を
開
催
し
ま
す

北
海
道
高
校
生
イ
ラ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集

２
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学

▲�優秀作品には豪華景品が送られる『北
海道高校生イラストコンテスト』

▲�各学生の熱意が込められた作品を展示
（写真は、昨年の卒業制作・修了制作
展）

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（売ります）
●スキー（165㌢㍍）●スキー（150㌢㍍）●歩くスキー
（180㌢㍍）とストック●スキー靴（26㌢㍍・白色）●
スキー靴（26㌢㍍）●スキー靴（23㌢㍍）●スキーウエ
ア（ピンク・11号）●パークゴルフクラブ（男性用・女
性用）●サイクルマシン●電子歩数計●クラシックギタ
ー●スピーカー●レコードプレーヤー●ラジオカセット
（ＣＤ利用不可）●座卓●回転丸椅子（籐

とう

製）●合成皮
革ソファ（80㌢㍍×150㌢㍍）●シングルベッド（木製）
●製図板（１㍍×１㍍・台なし）●電話機（ファクスな
し・子機１つ）●漬物用陶器●食器洗い機●クリスマス
ツリー（60㌢㍍）●ランドセル（黒）●ランドセル（赤）
●ランドセル（濃い紺色・赤ステッチ）●ベビーカー●
チャイルドシート●アイスボックス（44㌢㍍×30㌢㍍×
30㌢㍍）●アイスボックス（43㌢㍍×30㌢㍍×34㌢㍍）
●おひな様（七段飾り）●碁盤と碁石●電気ストーブ

ゆずってください（買います）
●パークゴルフ用ボール●餅つき器（味噌羽根付き一升
用）●ダッチオーブン●電動ミキサー●ピアノ●電子ピ
アノ●ドラムセット一式●ＣＤコンポ●夏タイヤ４本
（145㍉㍍×13㌅）●サケ釣り用竿●船釣り用竿●お祭
用はんてん（大人用・小学校高学年用・小学校低学年用）

カネと共に去りぬ
久
く

坂
さか

部
べ

　羊
よう

�著
　日本医療小説大賞受賞者の久坂部
羊が手掛ける短編小説集。『医

い

呆
ほう

人
じん

』
や『予告された安楽死の記録』など、
世界の名立たる文学作品を基にし、
現代医療の問題を鋭く抉

えぐ

る異色の７
編を収録。

◇秀吉の活� 木
きの

下
した

　昌
まさ

輝
き

�著
◇ノーマンズランド� 誉

ほん

田
だ

　哲
てつ

也
や

�著
◇歌丸ばなし� 桂

かつら

　　歌
うた

丸
まる

�著

髪
かみ

がつなぐ物
もの

語
がたり

　病
びょう

気
き

などで髪
かみ

の毛
け

を失
うしな

った子
こ

ども
たちに、医

い

療
りょう

用
よう

ウィッグ（かつら）
の原

げん

料
りょう

となる髪
かみ

を寄
き

付
ふ

する『ヘアド
ネーション』。ボランティアとして
『ヘアドネーション』の活

かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する子
こ

どもと、ウィッグの提
てい

供
きょう

を受
う

けた子
こ

どもの思
おも

いにせまるノンフィ
クション。

別
べっ

司
し

　芳
よし

子
こ

�著
ちょ

◇もりのやきゅうちーむふぁいたーず　ほしのせかいへ�堀
ほり

川
かわ

　真
まこと

�絵
え

◇なずずこのっぺ？� カーソン・エリス�作
さく

◇図
と

書
しょ

館
かん

にいたユニコーン� マイケル・モーパーゴ�作
さく

不用品 市ダイヤル
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

地
域
と
学
校
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

『
音
楽
』
で
心
に
潤
い
を

健
康
づ
く
り
出
前
講
座

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

幌
別
東
小
学
校
と
連
携
し
、
毎
年
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
校
の
体
育
館
を
会
場
と
し
て
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
玉
入
れ
、
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
多
様
な
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た

後
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
、

児
童
が
押
す
台
車
に
乗
っ
た
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
町
内
会
な
ど
が
市
内
の
温

泉
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
利
用
し
て
行
う

行
事
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成

し
て
お
り
、
１
月
末
で
約
50
の
町
内

会
な
ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
各
町
内
会
な
ど
は
、
登
別
市
の
良

質
な
温
泉
で
体
を
癒
や
し
た
り
、
懇

親
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
る
な
ど
、
日
頃
の
苦
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
交
流
を
す
る
機

会
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
登
別
東
町
第
５
町
会
は
、
音
楽
療

法
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
音
楽
療
法
士
の
教
え
を
受
け
な
が

ら
、
童
謡
『
も
み
じ
』
や
『
里
の
秋
』

を
、
歌
詞
を
意
識
し
な
が
ら
歌
っ
た

参
加
者
は
、
子
ど
も
の
頃
の
ふ
る
さ

と
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
な
ど
、

心
を
癒
や
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
知
症
予
防
や
介
護
予
防

と
し
て
、
童
謡
を
歌
い
な
が
ら
行
う

指
先
の
運
動
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
新
和
会
の
婦
人
部
研
修
会
は
、
市

が
行
う
介
護
予
防
体
操
の
出
前
講
座

を
利
用
し
、
か
ろ
や
か
体
操
や
タ
オ

ル
体
操
、
指
体
操
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　
脳
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
る
と
説

明
の
あ
っ
た
指
体
操
で
は
、
ぎ
こ
ち

な
い
指
の
動
き
に
笑
い
が
起
こ
り
、

参
加
者
は
、
「
家
に
帰
っ
て
か
ら
特

訓
し
ま
す
」
な
ど
と
、
楽
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

市
連
合
町
内
会
事
業
部
会

�

部
会
長
　
雨あ

め

洗あ
ら
い

　
康や

す

江え

　
　

登
別
東
町
第
５
町
会

�

会
長
　
石い

し

谷た
に

　
弘こ

う

二じ

　
　

新
和
会

�

会
長
　
島し

ま

田だ

　
幸こ

う

一い
ち
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て
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若

木

康

夫

松

山

哲

男

合
同
墓
設
置
の

�

進
ち
ょ
く
状
況
は

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
へ

�

毅き

然ぜ
ん

た
る
対
応
を

一 般 質 問
議 員 1 0 名 が
市 政 を 問 う

平成２9年第４回定例会

　平
成
30
年
11
月
、
第

二
富
浦
墓
地
で
供
用
開

始
予
定
の
合
同
墓
に
つ

い
て
、
今
後
の
予
定
や

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　名
称
、
デ
ザ
イ
ン
は
。

答
　名
称
は
、
合
同
墓
、
共
同
墓
、
塚
を
付

け
る
な
ど
を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。
デ
ザ

イ
ン
は
、
芝
を
張
っ
た
円
形
の
墳
墓
の
上
に

墓
標
を
立
て
る
タ
イ
プ
を
考
え
て
お
り
、
墳

墓
を
囲
む
腰
止
め
石
、
名
盤
、
献
花
台
、
ベ

ン
チ
に
は
登
別
軟
石
の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

質
　埋
葬
時
に
宗
教
的
儀
式
を
行
え
る
か
。

答
　埋
葬
時
間
は
１
件
当
た
り
30
分
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
周
囲
に

配
慮
の
上
で
の
宗
教
的
儀
式
は
問
題
な
い
。

質
　無
縁
仏
も
合
葬
さ
れ
る
の
か
。

答
　市
民
感
情
を
考
慮
し
納
骨
口
お
よ
び
収

蔵
部
は
別
々
の
構
造
を
考
え
て
い
る
。

質
　他
市
町
村
の
焼
骨
も
埋
蔵
で
き
る
の
か
。

答
　申
請
者
が
登
別
市
民
で
あ
れ
ば
可
能
。

質
　市
民
説
明
会
の
開
催
と
生
前
の
予
約
は
。

答
　市
民
説
明
会
は
８
月
か
ら
鷲
別
・
幌
別
・

登
別
地
区
で
行
う
予
定
。
生
前
予
約
は
受
け

る
方
向
だ
が
、
事
前
に
家
族
な
ど
と
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　１
件
目
は
、
登
別
市

景
観
と
み
ど
り
の
条
例

の
基
本
理
念
の
下
、
身

近
な
里
山
や
雑
木
林
の

保
護
と
利
活
用
を
視
野

に
、
①
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
の
活
用
、
②
景
観
・
み
ど
り
遺
産
や
眺

望
ポ
イ
ン
ト
の
指
定
促
進
に
向
け
た
条
例
周

知
の
必
要
性
、
③
街
路
樹
の
剪せ

ん

定て
い

の
あ
り
方

な
ど
を
問
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
必

要
で
す
が
、
樹
木
を
大
規
模
に
伐
採
す
る
太

陽
光
発
電
施
設
建
設
は
、
良
好
な
景
観
と
み

ど
り
の
保
全
・
育
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
、
市
の
毅き

然ぜ
ん

た
る
対
応
と
、
そ
の
規

制
と
し
て
法
定
外
税
の
設
定
や
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
見
直
す
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
、
登
別
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て
で
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
高
齢
者
が

増
加
し
、
認
知
症
高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯
の

増
加
や
、
２
０
２
５
年
に
は
「
超
超
高
齢
社

会
」
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
介
護
す
る
側
へ

視
点
を
置
き
、
介
護
者
へ
の
支
援
施
策
や

「
老
老
介
護
」
「
認
認
介
護
」
の
実
態
把
握
、

「
一
人
暮
ら
し
世
帯
」
へ
の
支
援
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

小

栗

義

朗

千

田

文

孝

村

井

寿

行

工
　藤
　倶
二
雄

予
防
接
種
、
助
成
の

�

条
件
改
善
を

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の

�

生
活
の
足
確
保
を

防
災
対
策
の
推
進
強
化
を

平
成
31
年
に
迎
え
る

�
市
制
施
行
50
周
年
事
業

質
　高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

登
別
・
室
蘭
市
内
の
医

療
機
関
で
受
け
た
場
合

に
は
、
そ
の
費
用
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
市
が
助
成
し
て
い
る
が
、

登
別
・
室
蘭
市
以
外
の
病
院
に
入
院
あ
る
い

は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
い
っ
た
理
由
で
、

や
む
を
得
ず
両
市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

し
た
場
合
は
、
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　同
じ
登
別
市
民
で
あ
り
な
が
ら
、
接
種
し

た
場
所
に
よ
っ
て
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い

の
は
お
か
し
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　現
在
、
本
市
で
は
、
対
象
と
な
る
市
民

が
登
別
・
室
蘭
市
以
外
の
医
療
機
関
で
予
防

接
種
を
受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
万
が
一
、
予
防
接
種
に
起

因
す
る
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市

の
責
任
に
お
い
て
救
済
措
置
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

 

　し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
の
通
り
、
登
別
・

室
蘭
市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
方
が

助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
検

討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
方
々
の
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
、
償

還
払
い
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　第
３
期
基
本
計
画
で

は
、
道
路
網
の
整
備
・

適
正
な
維
持
管
理
や
、

人
に
や
さ
し
い
交
通
手

段
の
確
保
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
場
を
設
け
、
取
り
組
み
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
国
交
省
か
ら
は
「
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
に
関
す
る
検
討
会
中
間

と
り
ま
と
め
」
が
６
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　新
基
準
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
図

ら
れ
た
歩
道
を
整
備
す
る
予
定
は
。

答
　歩
道
の
段
差
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
が
標

準
で
、
東
通
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
周
辺
の

市
道
は
柏
木
通
の
よ
う
に
新
基
準
で
進
め
る
。

質
　国
交
省
の
中
間
と
り
ま
と
め
と
、
地
域

公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
の
進
ち
ょ
く
は
。

答
　高
齢
者
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
環
境

整
備
に
向
け
た
方
策
で
、
高
齢
化
や
急
速
な

人
口
減
少
、
交
通
事
業
者
の
経
営
状
況
の
変

化
な
ど
需
給
の
変
化
を
認
識
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、
地
域
に
お

い
て
も
各
種
の
取
り
組
み
や
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
各
事
業
者
の
雇

用
状
況
な
ど
、
庁
内
の
横
断
組
織
を
立
ち
上

げ
、
現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
中
で
、
検
討

す
る
場
の
設
置
を
進
め
た
い
。

　平
成
28
年
第
４
回
定

例
会
で
質
問
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
市
が

「
検
討
す
る
」
と
し
て

い
た
項
目
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備

に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　そ
の
後
、
進
展
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。

質
　「
被
災
者
支
援
台
帳
」
の
整
備
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　今
後
、
他
市
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を

参
考
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
　一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

市
の
対
応
は
非
常
に
遅
い
。

　市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災

部
門
の
人
員
が
１
名
減
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
ま
た
一
年
た
っ
て

も
何
も
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。
体
制
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　人
員
減
に
伴
い
そ
の
結
果
、
な
か
な
か

前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
反

省
を
踏
ま
え
、
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
し
て
国
か
ら
証
明
を
受
け
た
自
衛
官
Ｏ
Ｂ

を
防
災
職
員
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

質
　過
去
の
周
年
式
典

で
は
ど
の
よ
う
な
事
業

が
実
施
さ
れ
た
か
。

答
　昭
和
45
年
市
制
施

行
の
年
は
第
１
回
幌
別

ダ
ム
湖
水
ま
つ
り
、
記
念
式
典
や
盛
大
な
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
第
７
回
登
別
地
獄
ま
つ
り

も
開
催
さ
れ
た
。
10
周
年
で
は
、
第
６
回
登

別
市
民
ま
つ
り
や
第
３
回
登
別
市
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
し
、
20
周
年
で
は
鬼
サ

ミ
ッ
ト
登
別
を
開
催
、
30
周
年
で
は
、
市
民

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
市
内
全
域
を
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
た
の
ぼ
り
べ
つ
市
民
大
学
、
出

会
い
と
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
ハ
ー
ト
ｔ
ｏ

は
ぁ
と
ｉ
ｎ
の
ぼ
り
べ
つ
の
実
施
、
ま
た
、

自
然
景
観
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
市
民
手
づ
く

り
の
企
画
が
開
催
さ
れ
、
40
周
年
で
は
第
１

回
の
ぼ
り
べ
つ
元
鬼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

45
周
年
に
は
、
50
周
年
を
大
き
な
節
目
に
さ

ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
よ
う
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

質
　市
制
施
行
50
周
年
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答
　ま
ち
の
歴
史
や
先
人
の
努
力
や
功
績
な

ど
を
市
民
と
共
に
敬
い
感
謝
す
る
と
と
も
に

新
た
な
半
世
紀
の
始
ま
り
と
し
て
、
市
民
・

企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
の
関
係
者
が
主
役

に
な
り
協
働
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
力

を
合
わ
せ
て
い
く
。

そのほかの質問：2020年東京オリンピック・2020年開設予定の国立アイヌ民族博物館、国立民族共生公園について

一 般 質 問
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開
か

れた
議会を目指し

て

90号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2018.2.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

若

木

康

夫

松

山
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男
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同
墓
設
置
の

�

進
ち
ょ
く
状
況
は

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
へ

�

毅き

然ぜ
ん

た
る
対
応
を

一 般 質 問
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平成２9年第４回定例会

　平
成
30
年
11
月
、
第

二
富
浦
墓
地
で
供
用
開

始
予
定
の
合
同
墓
に
つ

い
て
、
今
後
の
予
定
や

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　名
称
、
デ
ザ
イ
ン
は
。

答
　名
称
は
、
合
同
墓
、
共
同
墓
、
塚
を
付

け
る
な
ど
を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。
デ
ザ

イ
ン
は
、
芝
を
張
っ
た
円
形
の
墳
墓
の
上
に

墓
標
を
立
て
る
タ
イ
プ
を
考
え
て
お
り
、
墳

墓
を
囲
む
腰
止
め
石
、
名
盤
、
献
花
台
、
ベ

ン
チ
に
は
登
別
軟
石
の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

質
　埋
葬
時
に
宗
教
的
儀
式
を
行
え
る
か
。

答
　埋
葬
時
間
は
１
件
当
た
り
30
分
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
周
囲
に

配
慮
の
上
で
の
宗
教
的
儀
式
は
問
題
な
い
。

質
　無
縁
仏
も
合
葬
さ
れ
る
の
か
。

答
　市
民
感
情
を
考
慮
し
納
骨
口
お
よ
び
収

蔵
部
は
別
々
の
構
造
を
考
え
て
い
る
。

質
　他
市
町
村
の
焼
骨
も
埋
蔵
で
き
る
の
か
。

答
　申
請
者
が
登
別
市
民
で
あ
れ
ば
可
能
。

質
　市
民
説
明
会
の
開
催
と
生
前
の
予
約
は
。

答
　市
民
説
明
会
は
８
月
か
ら
鷲
別
・
幌
別
・

登
別
地
区
で
行
う
予
定
。
生
前
予
約
は
受
け

る
方
向
だ
が
、
事
前
に
家
族
な
ど
と
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　１
件
目
は
、
登
別
市

景
観
と
み
ど
り
の
条
例

の
基
本
理
念
の
下
、
身

近
な
里
山
や
雑
木
林
の

保
護
と
利
活
用
を
視
野

に
、
①
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
の
活
用
、
②
景
観
・
み
ど
り
遺
産
や
眺

望
ポ
イ
ン
ト
の
指
定
促
進
に
向
け
た
条
例
周

知
の
必
要
性
、
③
街
路
樹
の
剪せ

ん

定て
い

の
あ
り
方

な
ど
を
問
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
必

要
で
す
が
、
樹
木
を
大
規
模
に
伐
採
す
る
太

陽
光
発
電
施
設
建
設
は
、
良
好
な
景
観
と
み

ど
り
の
保
全
・
育
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
、
市
の
毅き

然ぜ
ん

た
る
対
応
と
、
そ
の
規

制
と
し
て
法
定
外
税
の
設
定
や
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
見
直
す
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
、
登
別
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て
で
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
高
齢
者
が

増
加
し
、
認
知
症
高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯
の

増
加
や
、
２
０
２
５
年
に
は
「
超
超
高
齢
社

会
」
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
介
護
す
る
側
へ

視
点
を
置
き
、
介
護
者
へ
の
支
援
施
策
や

「
老
老
介
護
」
「
認
認
介
護
」
の
実
態
把
握
、

「
一
人
暮
ら
し
世
帯
」
へ
の
支
援
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

小

栗

義

朗

千

田

文

孝

村

井

寿

行

工
　藤
　倶
二
雄

予
防
接
種
、
助
成
の

�

条
件
改
善
を

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の

�

生
活
の
足
確
保
を

防
災
対
策
の
推
進
強
化
を

平
成
31
年
に
迎
え
る

�

市
制
施
行
50
周
年
事
業

質
　高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

登
別
・
室
蘭
市
内
の
医

療
機
関
で
受
け
た
場
合

に
は
、
そ
の
費
用
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
市
が
助
成
し
て
い
る
が
、

登
別
・
室
蘭
市
以
外
の
病
院
に
入
院
あ
る
い

は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
い
っ
た
理
由
で
、

や
む
を
得
ず
両
市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

し
た
場
合
は
、
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　同
じ
登
別
市
民
で
あ
り
な
が
ら
、
接
種
し

た
場
所
に
よ
っ
て
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い

の
は
お
か
し
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　現
在
、
本
市
で
は
、
対
象
と
な
る
市
民

が
登
別
・
室
蘭
市
以
外
の
医
療
機
関
で
予
防

接
種
を
受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
万
が
一
、
予
防
接
種
に
起

因
す
る
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市

の
責
任
に
お
い
て
救
済
措
置
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

 

　し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
の
通
り
、
登
別
・

室
蘭
市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
方
が

助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
検

討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
方
々
の
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
、
償

還
払
い
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　第
３
期
基
本
計
画
で

は
、
道
路
網
の
整
備
・

適
正
な
維
持
管
理
や
、

人
に
や
さ
し
い
交
通
手

段
の
確
保
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
場
を
設
け
、
取
り
組
み
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
国
交
省
か
ら
は
「
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
に
関
す
る
検
討
会
中
間

と
り
ま
と
め
」
が
６
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　新
基
準
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
図

ら
れ
た
歩
道
を
整
備
す
る
予
定
は
。

答
　歩
道
の
段
差
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
が
標

準
で
、
東
通
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
周
辺
の

市
道
は
柏
木
通
の
よ
う
に
新
基
準
で
進
め
る
。

質
　国
交
省
の
中
間
と
り
ま
と
め
と
、
地
域

公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
の
進
ち
ょ
く
は
。

答
　高
齢
者
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
環
境

整
備
に
向
け
た
方
策
で
、
高
齢
化
や
急
速
な

人
口
減
少
、
交
通
事
業
者
の
経
営
状
況
の
変

化
な
ど
需
給
の
変
化
を
認
識
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、
地
域
に
お

い
て
も
各
種
の
取
り
組
み
や
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
各
事
業
者
の
雇

用
状
況
な
ど
、
庁
内
の
横
断
組
織
を
立
ち
上

げ
、
現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
中
で
、
検
討

す
る
場
の
設
置
を
進
め
た
い
。

　平
成
28
年
第
４
回
定

例
会
で
質
問
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
市
が

「
検
討
す
る
」
と
し
て

い
た
項
目
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備

に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　そ
の
後
、
進
展
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。

質
　「
被
災
者
支
援
台
帳
」
の
整
備
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　今
後
、
他
市
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を

参
考
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
　一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

市
の
対
応
は
非
常
に
遅
い
。

　市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災

部
門
の
人
員
が
１
名
減
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
ま
た
一
年
た
っ
て

も
何
も
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。
体
制
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　人
員
減
に
伴
い
そ
の
結
果
、
な
か
な
か

前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
反

省
を
踏
ま
え
、
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
し
て
国
か
ら
証
明
を
受
け
た
自
衛
官
Ｏ
Ｂ

を
防
災
職
員
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

質
　過
去
の
周
年
式
典

で
は
ど
の
よ
う
な
事
業

が
実
施
さ
れ
た
か
。

答
　昭
和
45
年
市
制
施

行
の
年
は
第
１
回
幌
別

ダ
ム
湖
水
ま
つ
り
、
記
念
式
典
や
盛
大
な
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
第
７
回
登
別
地
獄
ま
つ
り

も
開
催
さ
れ
た
。
10
周
年
で
は
、
第
６
回
登

別
市
民
ま
つ
り
や
第
３
回
登
別
市
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
し
、
20
周
年
で
は
鬼
サ

ミ
ッ
ト
登
別
を
開
催
、
30
周
年
で
は
、
市
民

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
市
内
全
域
を
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
た
の
ぼ
り
べ
つ
市
民
大
学
、
出

会
い
と
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
ハ
ー
ト
ｔ
ｏ

は
ぁ
と
ｉ
ｎ
の
ぼ
り
べ
つ
の
実
施
、
ま
た
、

自
然
景
観
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
市
民
手
づ
く

り
の
企
画
が
開
催
さ
れ
、
40
周
年
で
は
第
１

回
の
ぼ
り
べ
つ
元
鬼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

45
周
年
に
は
、
50
周
年
を
大
き
な
節
目
に
さ

ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
よ
う
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

質
　市
制
施
行
50
周
年
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答
　ま
ち
の
歴
史
や
先
人
の
努
力
や
功
績
な

ど
を
市
民
と
共
に
敬
い
感
謝
す
る
と
と
も
に

新
た
な
半
世
紀
の
始
ま
り
と
し
て
、
市
民
・

企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
の
関
係
者
が
主
役

に
な
り
協
働
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
力

を
合
わ
せ
て
い
く
。

そのほかの質問：2020年東京オリンピック・2020年開設予定の国立アイヌ民族博物館、国立民族共生公園について

一 般 質 問

35 議会だより　でぃすかす



渡

辺

　
勉

米
　田
　登
美
子

辻

　
弘

之

戸

井

　
肇

市
民
目
線
で
市
政
の
執
行
を

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
へ
の

�

環
境
配
慮
は

猫
の
多
頭
飼
育
崩
壊
事
案
の

�

再
発
防
止
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

�

学
校
適
正
配
置

質
　市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
で
は
、
市
は

「
介
護
保
険
料
の
還
付

金
の
手
続
き
」
を
、
高

齢
者
に
「
電
話
で
口
座

番
号
を
聞
く
」
と
い
う
方
法
で
行
っ
て
い
る
。

　今
、
市
民
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
に

遭
っ
て
い
る
時
に
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
す
べ
き
で
は
な
い
。
市
が
こ
の
よ
う
な
や

り
方
を
し
て
は
、
市
民
が
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
の
経
緯
と
実
態
は
、
ま
た
、
併
せ

て
市
民
か
ら
の
指
摘
以
後
、
還
付
金
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
全
体

で
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
。

答
　こ
れ
ま
で
は
、
還
付
金
が
発
生
し
た
方

に
通
知
を
送
付
し
て
口
座
を
確
認
し
て
い
た

が
、
本
人
の
意
向
や
事
務
の
期
限
の
状
況
に

よ
り
電
話
で
確
認
し
て
い
た
。
市
民
か
ら
の

指
摘
に
よ
り
、
全
庁
的
に
改
善
し
、
電
話
に

よ
る
口
座
番
号
の
確
認
は
行
わ
ず
文
書
で
行

う
こ
と
と
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
市
民

の
指
摘
で
事
務
処
理
の
問
題
に
気
が
付
い
た

こ
と
と
、
各
部
署
が
連
携
を
と
っ
て
対
応
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
問
題
点
が
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

質
　林
地
開
発
を
行
い
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
を

実
施
し
て
い
る
施
設
が

市
内
で
数
カ
所
あ
る
。

林
地
開
発
は
関
係
法
令

に
基
づ
き
許
可
さ
れ
る
が
、
千
歳
浄
水
場
付

近
に
あ
る
当
該
施
設
に
つ
い
て
開
発
に
伴
う

水
源
に
関
す
る
配
慮
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　当
該
地
域
は
、
水
源
周
辺
の
土
地
が
適

正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
海
道
が
水
資

源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
で
指
定
し
た
区
域

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
室
蘭
市
と
共
同
使
用

し
て
い
る
千
歳
浄
水
場
の
水
源
で
あ
る
登
別

川
の
上
流
域
に
あ
た
り
、
開
発
に
よ
っ
て
は

水
源
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　こ
の
た
め
本
市
と
室
蘭
市
、
ソ
ー
ラ
ー
を

設
置
す
る
業
者
と
の
三
者
に
お
い
て
、
水
源

へ
の
被
害
の
未
然
防
止
や
被
害
発
生
時
の
措

置
や
損
害
額
な
ど
を
含
め
た
協
定
を
締
結
し

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　な
お
、
開
発
に
伴
い
開
発
事
業
者
と
詳
細

な
協
議
を
行
い
、
施
工
中
や
施
工
後
の
排
水

処
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
求

め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
年
に
市
内
で
発
生

し
た
猫
の
多
頭
飼
育
崩

壊
事
案
の
再
発
防
止
や
、

今
後
の
愛
護
動
物
管
理

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
後
は
よ

り
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
北
海
道

担
当
部
局
と
の
連
携
を
密
に
す
る
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
動
物
愛

護
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
も
つ
北

海
道
行
政
の
み
な
ら
ず
、
民
間
の
愛
護
動
物

支
援
団
体
と
の
連
絡
も
取
り
合
い
、
情
報
収

集
や
適
切
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

猫
の
適
正
な
飼
養
に
か
か
わ
る
普
及
啓
発
活

動
に
つ
い
て
も
、
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え
に
向
け
た
基
本

的
考
え
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
本
年

度
内
に
、
新
庁
舎
建
設
場
所
も
明
記
し
た
基

本
構
想
案
を
策
定
し
、
市
民
に
提
示
し
て
い

く
こ
と
。
新
庁
舎
建
設
ま
で
の
最
長
期
間
を

6
年
間
（
２
０
２
３
年
ま
で
）
と
設
定
。
有

利
な
起
債
制
度
に
も
つ
な
が
る
「
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
を
行
う
か
、
本
年
度
内
に

判
断
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

質
　導
入
か
ら
４
年
目

を
迎
え
た
本
年
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
従
来
と

違
っ
た
新
た
な
取
り
組

み
は
。

答
　従
来
の
活
動
に
加
え
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
指
導
を
地
域
の
方
に
お
願
い
す
る

な
ど
、
学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
子
ど

も
た
ち
を
育
む
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

質
　小
中
一
貫
教
育
の
た
め
の
学
校
連
携
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　目
指
す
子
ど
も
像
を
設
定
し
、
授
業
交

流
や
教
員
同
士
の
交
流
会
を
通
し
指
導
内
容

や
指
導
方
法
の
系
統
性
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
小
中
一
貫
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
を
支
援
し
て
い
く
。

質
　登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
が
平

成
26
年
５
月
に
示
さ
れ
た
が
、
現
状
の
小
規

模
校
に
対
す
る
保
護
者
、
地
域
の
認
識
は
。

答
　「
児
童
生
徒
の
き
め
細
や
か
な
指
導
が

な
さ
れ
る
」
「
人
間
関
係
が
固
定
さ
れ
や
す

い
」
「
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
地
域
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を
中
心
に

地
域
や
保
護
者
と
話
し
合
い
を
進
め
、
学
校

の
適
正
な
配
置
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

そのほかの質問：住宅宿泊事業法（民泊新法）について

そのほかの質問：防災対策について

一 般 質 問

　障
害
者
福
祉
費
の
自
立
支
援
医
療
費
が
新
規

受
給
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、
３
千
万
円
の
補
正

予
算
を
追
加
し
ま
し
た
。
転
入
に
よ
る
増
も
あ

り
、
医
療
機
関
・
環
境
が
充
実
し
た
地
域
に
人

が
集
ま
り
、
本
市
は
そ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。

　火
災
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
に
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
消
防
職
員
に
支
給
し
て
い
る
防
火

衣
は
前
回
更
新
後
10
年
以
上
経
過
し
、
劣
化
が

著
し
く
、
防
火
性
の
低
下
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
更
新
し
ま
す
。
次
回
更
新
ま
で
の
間
に
破
損

な
ど
で
の
交
換
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
の
、
点
検
基

準
に
従
い
日
々
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
　今
後
の
耐
震
改
修
事
業
の
予
定
は
。

答
　補
助
対
象
ホ
テ
ル
６
棟
の
う
ち
、
本
年
度

ま
で
の
耐
震
補
強
の
進
ち
ょ
く
と
し
て
、
既
に

完
了
し
て
い
る
も
の
が
１
棟
、
本
年
度
に
つ
い

て
は
、
着
手
済
み
１
棟
、
加
え
て
今
回
の
補
正

で
１
棟
の
一
部
が
着
手
さ
れ
、
来
年
度
に
は
完

成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
の
耐
震
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
、
対
象
ホ
テ
ル
と
の
協
議
に
よ
り

３
棟
が
該
当
し
て
い
る
。
事
業
に
応
じ
て
国
の

交
付
金
な
ど
の
要
望
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

質
　新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
の
早
期

支
給
に
か
か
わ
り
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数

と
支
給
時
期
は
。
ま
た
、
支
給
児
童
生
徒
が
、

転
出
入
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
は
、
２
月
１
日

を
基
準
に
小
学
校
76
人
、
中
学
校
65
人
を
予
定
。

支
給
時
期
は
３
月
２
日
。

　ま
た
、
支
給
後
の
転
出
者
は
、
返
還
と
い
う

方
法
を
と
ら
ず
、
転
出
先
の
自
治
体
に
連
絡
し
、

二
重
支
給
を
避
け
る
。
４
月
１
日
以
降
の
転
入

者
に
つ
い
て
は
、
通
常
と
同
様
の
手
続
き
で
支

給
す
る
。

　新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
が
３
月
前

半
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
申
請
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
体
験
入
学
案
内
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
小
学
校
新
１
年
生
の
申
請
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
が
、

入
学
予
定
の
小
学
校
へ
の
持
参
も
可
能
と
の
こ

と
で
す
。

　ま
た
、
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
医
療
費
を

除
く
援
助
費
に
つ
い
て
は
原
則
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
修
学
旅
行
費
は
保
護
者
の
依
頼

に
よ
り
学
校
へ
支
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　平
成
29
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
の

３
日
間
の
日
程
で
、
予
算
・
決
算
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
に
係
る

議
案
を
審
査
し
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
費
に
委
員
の
質
疑
が
集
中

し
た
こ
と
か
ら
、
委
員
間
討
議
を

行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
認
定
し
た
上
で
、
次
の

内
容
の
附
帯
決
議
を
付
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議

３
款

　民
生
費
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

① 

重
要
業
績
評
価
指
標
を
明
確
化
し
、

適
切
な
政
策
評
価
を
行
う
こ
と
。

② 

任
意
事
業
の
適
切
な
実
施
方
法
を

検
討
し
、
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
。

③ 

相
談
体
制
に
お
け
る
適
切
な
人
員

措
置
と
庁
内
連
携
を
深
め
る
こ
と
。

　な
お
、
市
議
会
に
お
い
て
は
、
同

事
業
の
推
進
に
向
け
た
調
査
を
継
続

す
る
こ
と
に
す
る
。

　38
～
39
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
委
員
の

質
疑
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

国会・政府・北海道に３件の意見書を提出

※附帯決議…議会または委員会が議案の議決にあたり付け加える意見や要望のこと。法的な拘束力はないが、政治的に尊重されるべきものとされている。

平成29年第４回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成2８年度登別市国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定
について

井野、小栗
木村、工藤
杉尾、千田
天神林、戸井
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺、佐々木 可決

教職員の長時間労働是正を求める意見書について
北海道教育委員会「新たな高校教育に関する指針」を抜本的
に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教
育を求める意見書について
診療報酬引き下げ実施を行わず、地域医療を守ることを求め
る意見書について

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

予算・決算委員会（平成28年度決算審査）

千

田

文

孝

井

野

正

臣

渡

辺

　
勉

戸

井

　
肇

自
立
支
援
医
療
費
増
と

�

消
防
防
火
衣
の
更
新

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物

�

改
修
費
補
助
金

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
の

�

早
期
支
給

要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
費
の

�

申
請

附
帯
決
議
を
付
し
て

�

決
算
を
認
定

　第４回定例会では、次の意見書を可決しました。詳し
い内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

※

36� 議会だより　でぃすかす



渡

辺

　
勉

米
　田
　登
美
子

辻

　
弘

之

戸

井

　
肇

市
民
目
線
で
市
政
の
執
行
を

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
へ
の

�

環
境
配
慮
は

猫
の
多
頭
飼
育
崩
壊
事
案
の

�

再
発
防
止
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

�

学
校
適
正
配
置

質
　市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
で
は
、
市
は

「
介
護
保
険
料
の
還
付

金
の
手
続
き
」
を
、
高

齢
者
に
「
電
話
で
口
座

番
号
を
聞
く
」
と
い
う
方
法
で
行
っ
て
い
る
。

　今
、
市
民
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
に

遭
っ
て
い
る
時
に
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
す
べ
き
で
は
な
い
。
市
が
こ
の
よ
う
な
や

り
方
を
し
て
は
、
市
民
が
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
の
経
緯
と
実
態
は
、
ま
た
、
併
せ

て
市
民
か
ら
の
指
摘
以
後
、
還
付
金
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
全
体

で
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
。

答
　こ
れ
ま
で
は
、
還
付
金
が
発
生
し
た
方

に
通
知
を
送
付
し
て
口
座
を
確
認
し
て
い
た

が
、
本
人
の
意
向
や
事
務
の
期
限
の
状
況
に

よ
り
電
話
で
確
認
し
て
い
た
。
市
民
か
ら
の

指
摘
に
よ
り
、
全
庁
的
に
改
善
し
、
電
話
に

よ
る
口
座
番
号
の
確
認
は
行
わ
ず
文
書
で
行

う
こ
と
と
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
市
民

の
指
摘
で
事
務
処
理
の
問
題
に
気
が
付
い
た

こ
と
と
、
各
部
署
が
連
携
を
と
っ
て
対
応
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
問
題
点
が
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

質
　林
地
開
発
を
行
い
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
を

実
施
し
て
い
る
施
設
が

市
内
で
数
カ
所
あ
る
。

林
地
開
発
は
関
係
法
令

に
基
づ
き
許
可
さ
れ
る
が
、
千
歳
浄
水
場
付

近
に
あ
る
当
該
施
設
に
つ
い
て
開
発
に
伴
う

水
源
に
関
す
る
配
慮
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　当
該
地
域
は
、
水
源
周
辺
の
土
地
が
適

正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
海
道
が
水
資

源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
で
指
定
し
た
区
域

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
室
蘭
市
と
共
同
使
用

し
て
い
る
千
歳
浄
水
場
の
水
源
で
あ
る
登
別

川
の
上
流
域
に
あ
た
り
、
開
発
に
よ
っ
て
は

水
源
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　こ
の
た
め
本
市
と
室
蘭
市
、
ソ
ー
ラ
ー
を

設
置
す
る
業
者
と
の
三
者
に
お
い
て
、
水
源

へ
の
被
害
の
未
然
防
止
や
被
害
発
生
時
の
措

置
や
損
害
額
な
ど
を
含
め
た
協
定
を
締
結
し

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　な
お
、
開
発
に
伴
い
開
発
事
業
者
と
詳
細

な
協
議
を
行
い
、
施
工
中
や
施
工
後
の
排
水

処
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
求

め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
年
に
市
内
で
発
生

し
た
猫
の
多
頭
飼
育
崩

壊
事
案
の
再
発
防
止
や
、

今
後
の
愛
護
動
物
管
理

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
後
は
よ

り
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
北
海
道

担
当
部
局
と
の
連
携
を
密
に
す
る
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
動
物
愛

護
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
も
つ
北

海
道
行
政
の
み
な
ら
ず
、
民
間
の
愛
護
動
物

支
援
団
体
と
の
連
絡
も
取
り
合
い
、
情
報
収

集
や
適
切
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

猫
の
適
正
な
飼
養
に
か
か
わ
る
普
及
啓
発
活

動
に
つ
い
て
も
、
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え
に
向
け
た
基
本

的
考
え
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
本
年

度
内
に
、
新
庁
舎
建
設
場
所
も
明
記
し
た
基

本
構
想
案
を
策
定
し
、
市
民
に
提
示
し
て
い

く
こ
と
。
新
庁
舎
建
設
ま
で
の
最
長
期
間
を

6
年
間
（
２
０
２
３
年
ま
で
）
と
設
定
。
有

利
な
起
債
制
度
に
も
つ
な
が
る
「
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
を
行
う
か
、
本
年
度
内
に

判
断
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

質
　導
入
か
ら
４
年
目

を
迎
え
た
本
年
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
従
来
と

違
っ
た
新
た
な
取
り
組

み
は
。

答
　従
来
の
活
動
に
加
え
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
指
導
を
地
域
の
方
に
お
願
い
す
る

な
ど
、
学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
子
ど

も
た
ち
を
育
む
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

質
　小
中
一
貫
教
育
の
た
め
の
学
校
連
携
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　目
指
す
子
ど
も
像
を
設
定
し
、
授
業
交

流
や
教
員
同
士
の
交
流
会
を
通
し
指
導
内
容

や
指
導
方
法
の
系
統
性
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
小
中
一
貫
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
を
支
援
し
て
い
く
。

質
　登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
が
平

成
26
年
５
月
に
示
さ
れ
た
が
、
現
状
の
小
規

模
校
に
対
す
る
保
護
者
、
地
域
の
認
識
は
。

答
　「
児
童
生
徒
の
き
め
細
や
か
な
指
導
が

な
さ
れ
る
」
「
人
間
関
係
が
固
定
さ
れ
や
す

い
」
「
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
地
域
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を
中
心
に

地
域
や
保
護
者
と
話
し
合
い
を
進
め
、
学
校

の
適
正
な
配
置
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

そのほかの質問：住宅宿泊事業法（民泊新法）について

そのほかの質問：防災対策について

一 般 質 問

　障
害
者
福
祉
費
の
自
立
支
援
医
療
費
が
新
規

受
給
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、
３
千
万
円
の
補
正

予
算
を
追
加
し
ま
し
た
。
転
入
に
よ
る
増
も
あ

り
、
医
療
機
関
・
環
境
が
充
実
し
た
地
域
に
人

が
集
ま
り
、
本
市
は
そ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。

　火
災
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
に
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
消
防
職
員
に
支
給
し
て
い
る
防
火

衣
は
前
回
更
新
後
10
年
以
上
経
過
し
、
劣
化
が

著
し
く
、
防
火
性
の
低
下
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
更
新
し
ま
す
。
次
回
更
新
ま
で
の
間
に
破
損

な
ど
で
の
交
換
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
の
、
点
検
基

準
に
従
い
日
々
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
　今
後
の
耐
震
改
修
事
業
の
予
定
は
。

答
　補
助
対
象
ホ
テ
ル
６
棟
の
う
ち
、
本
年
度

ま
で
の
耐
震
補
強
の
進
ち
ょ
く
と
し
て
、
既
に

完
了
し
て
い
る
も
の
が
１
棟
、
本
年
度
に
つ
い

て
は
、
着
手
済
み
１
棟
、
加
え
て
今
回
の
補
正

で
１
棟
の
一
部
が
着
手
さ
れ
、
来
年
度
に
は
完

成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
の
耐
震
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
、
対
象
ホ
テ
ル
と
の
協
議
に
よ
り

３
棟
が
該
当
し
て
い
る
。
事
業
に
応
じ
て
国
の

交
付
金
な
ど
の
要
望
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

質
　新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
の
早
期

支
給
に
か
か
わ
り
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数

と
支
給
時
期
は
。
ま
た
、
支
給
児
童
生
徒
が
、

転
出
入
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
は
、
２
月
１
日

を
基
準
に
小
学
校
76
人
、
中
学
校
65
人
を
予
定
。

支
給
時
期
は
３
月
２
日
。

　ま
た
、
支
給
後
の
転
出
者
は
、
返
還
と
い
う

方
法
を
と
ら
ず
、
転
出
先
の
自
治
体
に
連
絡
し
、

二
重
支
給
を
避
け
る
。
４
月
１
日
以
降
の
転
入

者
に
つ
い
て
は
、
通
常
と
同
様
の
手
続
き
で
支

給
す
る
。

　新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
が
３
月
前

半
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
申
請
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
体
験
入
学
案
内
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
小
学
校
新
１
年
生
の
申
請
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
が
、

入
学
予
定
の
小
学
校
へ
の
持
参
も
可
能
と
の
こ

と
で
す
。

　ま
た
、
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
医
療
費
を

除
く
援
助
費
に
つ
い
て
は
原
則
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
修
学
旅
行
費
は
保
護
者
の
依
頼

に
よ
り
学
校
へ
支
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　平
成
29
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
の

３
日
間
の
日
程
で
、
予
算
・
決
算
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
に
係
る

議
案
を
審
査
し
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
費
に
委
員
の
質
疑
が
集
中

し
た
こ
と
か
ら
、
委
員
間
討
議
を

行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
認
定
し
た
上
で
、
次
の

内
容
の
附
帯
決
議
を
付
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議

３
款

　民
生
費
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

① 

重
要
業
績
評
価
指
標
を
明
確
化
し
、

適
切
な
政
策
評
価
を
行
う
こ
と
。

② 

任
意
事
業
の
適
切
な
実
施
方
法
を

検
討
し
、
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
。

③ 

相
談
体
制
に
お
け
る
適
切
な
人
員

措
置
と
庁
内
連
携
を
深
め
る
こ
と
。

　な
お
、
市
議
会
に
お
い
て
は
、
同

事
業
の
推
進
に
向
け
た
調
査
を
継
続

す
る
こ
と
に
す
る
。

　38
～
39
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
委
員
の

質
疑
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

国会・政府・北海道に３件の意見書を提出

※附帯決議…議会または委員会が議案の議決にあたり付け加える意見や要望のこと。法的な拘束力はないが、政治的に尊重されるべきものとされている。

平成29年第４回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成2８年度登別市国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定
について

井野、小栗
木村、工藤
杉尾、千田
天神林、戸井
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺、佐々木 可決

教職員の長時間労働是正を求める意見書について
北海道教育委員会「新たな高校教育に関する指針」を抜本的
に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教
育を求める意見書について
診療報酬引き下げ実施を行わず、地域医療を守ることを求め
る意見書について

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

予算・決算委員会（平成28年度決算審査）

千

田

文

孝

井

野

正

臣

渡

辺

　
勉

戸

井

　
肇

自
立
支
援
医
療
費
増
と

�

消
防
防
火
衣
の
更
新

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物

�

改
修
費
補
助
金

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
購
入
費
の

�

早
期
支
給

要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
費
の

�

申
請

附
帯
決
議
を
付
し
て

�

決
算
を
認
定

　第４回定例会では、次の意見書を可決しました。詳し
い内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

※
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質
　制
度
の
改
正
内
容
と
北
海
道
の
対
応
、

本
市
へ
の
影
響
は
。

答
　大
き
な
変
化
は
、
制
度
の
運
営
に
都
道

府
県
も
保
険
者
と
し
て
国
保
の
運
営
に
加
わ

る
こ
と
で
、
北
海
道
は
保
険
料
の
平
準
化
に

よ
る
被
保
険
者
の
負
担
の
公
平
化
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
が
、
急
激
な
保
険
料
負
担
に
配

慮
し
、
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な

る
。
本
市
に
は
改
正
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

保
険
料
負
担
の
公
平
化
、
国
保
財
政
の
安
定

化
、
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
事
務

の
効
率
・
広
域
化
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
市
の
国
保
医
療
費
は
平
成
27
年
度
比
で

約
１
千
12
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
一

人
当
た
り
医
療
費
は
速
報
値
で
全
国
平
均
が

34
万
８
千
175
円
、
全
道
平
均
が
38
万
２
千
887

円
に
対
し
、
本
市
が
45
万
６
千
740
円
と
上

回
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
抑
制
す
る
特
定

健
康
診
査
受
診
な
ど
が
重
要
で
す
。

　漏
水
調
査
に
よ
る
配
水
管
の
改
良
工
事
に

よ
り
、
水
道
事
業
の
有
収
率
、
不
明
水
量
の

割
合
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
は

収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
未
収
金

額
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

質
　歳
入
に
占
め
る
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

の
割
合
は
35
・
55
％
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
り
事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
繰
入
金
の
推
移
は
、
微
増
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
経
営
健
全
化
へ
の

対
応
を
含
め
聞
き
た
い
。

答
　簡
易
水
道
事
業
は
規
模
が
小
さ
く
、
使

用
料
収
入
が
限
ら
れ
て
お
り
、
不
足
額
は
起

債
や
繰
入
金
を
充
て
て
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。

　今
後
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
公
営
企
業

会
計
導
入
を
目
指
し
、
経
営
戦
略
を
策
定
し

て
安
定
的
に
行
え
る
よ
う
対
応
す
る
。

質
　ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
最
終
処
分
場

運
営
管
理
経
費
に
つ
い
て
、
決
算
額
が
予
算

に
対
し
２
千
362
万
７
千
円
減
額
と
な
っ
た
理

由
は
。
ま
た
、
第
３
期
基
本
計
画
の
ご
み
減

量
化
の
目
標
に
対
す
る
達
成
率
は
。

答
　ご
み
が
前
年
度
に
比
べ
約
606
㌧
減
少
し
、

約
８
割
が
電
力
使
用
量
の
減
に
よ
る
も
の
。

達
成
率
は
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量
は
99
・
６

％
、
事
業
系
ご
み
は
85
・
９
％
、
最
終
処
分

場
の
埋
め
立
て
量
は
71
・
１
％
で
あ
る
。

　ま
た
、
指
定
ご
み
袋
に
よ
る
ク
リ
ン
ク
ル

へ
の
持
ち
込
み
方
法
の
周
知
を
依
頼
し
た
。

質
　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
受
け
入
れ

企
業
が
平
成
27
年
度
32
社
か
ら
平
成
28
年
度

24
社
に
減
少
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
。

答
　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
は
、
高
等
学

校
を
通
じ
て
、
生
徒
か
ら
就
業
体
験
を
し
た

い
業
種
や
企
業
を
聞
き
、
市
か
ら
市
内
企
業

な
ど
に
受
け
入
れ
を
打
診
し
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
就
業
体
験
の
参
加
生
徒
数
や
、

生
徒
が
希
望
す
る
就
業
体
験
先
企
業
に
よ
り
、

受
け
入
れ
企
業
は
毎
年
度
変
化
す
る
状
況
に

あ
る
。
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
受
け
入
れ
企

業
数
の
減
少
で
は
な
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

質
　町
内
会
で
は
、
従
来
型
か
ら
省
エ
ネ
型

の
防
犯
灯
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。

　現
在
、
市
は
、
省
エ
ネ
型
防
犯
灯
へ
切
り

替
え
る
際
に
は
町
内
会
に
対
し
て
１
基
に
つ

き
５
万
円
を
上
限
に
補
助
し
て
い
る
が
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
上
限
額
が
３
万
円
と
な
る
。

そ
の
場
合
、
町
内
会
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答
　省
エ
ネ
型
防
犯
灯
の
普
及
に
よ
り
、
設

置
工
事
費
な
ど
が
安
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
補
助
の
上
限
額
が
３
万
円
に
な
っ
て
も

町
内
会
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

質
　ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
家
電
品
な
ど

の
不
法
投
棄
に
対
し
て
、
悪
質
な
と
こ
ろ
で

は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
設
置
も
必
要
で
は
。

答
　家
電
品
は
一
定
期
間
様
子
を
見
て
最
終

的
に
市
の
経
費
で
処
分
し
て
い
る
。
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

質
　高
齢
者
等
緊
急
通
報
機
器
の
設
置
は
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
が
、

家
族
と
住
ん
で
い
て
も
日
中
一
人
に
な
る
高

齢
者
が
多
く
い
る
の
で
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

機
器
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
　さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
あ
り
検
討
し
た
い
。

予算・決算委員会（平成28年度決算審査）

米
　田
　登
美
子

千

田

文

孝

天
神
林

　美
　彦

二

瓶

秀

幸

井

野

正

臣

小

栗

義

朗

村

井

寿

行

国
民
健
康
保
険
の

�

制
度
改
正
の
推
進

国
保
医
療
費
抑
制
と

�

水
道
料
金
の
未
収
金

簡
易
水
道
事
業
の
現
状
と

�

経
営
健
全
化
へ

ご
み
減
量
化
は

�

進
ん
で
い
る
の
か

高
校
生
就
職
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

�

事
業
費

省
エ
ネ
型
防
犯
灯
へ

�
移
行
す
る
際
の
負
担
は

不
法
投
棄
問
題
と
高
齢
者
福
祉

※クラウド化…インターネットなどを通じて、外部の事業者が提供する情報システムなどのサービスを利用する形に置き換えること。

※

　市
内
に
複
数
あ
る
公
園
の
中
に
は
、
設
立

当
初
は
遊
具
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
物
が
、

そ
の
後
に
使
用
方
法
が
規
制
さ
れ
た
り
、
使

用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
が
あ
り
ま
す
。
安

全
面
を
考
慮
し
た
上
で
の
規
制
は
理
解
で
き

る
反
面
、
規
制
を
か
け
る
こ
と
で
本
来
の
公

園
の
意
味
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
園
管
理
の
方
法
や
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
し
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
本
来

の
目
的
か
ら
そ
れ
た
も
の
や
、
危
険
と
判
断

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
安
全
を
考
慮
し
た

管
理
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

質
　決
算
額
４
万
７
千
円
の
内
訳
は
。

答
　全
額
が
研
修
の
負
担
金
で
、
交
通
費
と

宿
泊
費
と
な
っ
て
い
る
。

質
　予
算
額
11
万
円
に
対
し
て
決
算
額
が
４

万
７
千
円
と
減
額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
　２
名
分
を
計
上
し
て
い
た
が
、
実
際
に

は
１
名
の
参
加
と
な
っ
た
た
め
。

質
　研
修
に
参
加
し
た
成
果
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
　研
修
で
得
た
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で

活
動
す
る
団
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

質
　郷
土
の
文
化
財
の
保
護
と
活
用
を
図
る

こ
と
で
、
「
市
民
の
ふ
る
さ
と
登
別
」
を
大

切
に
す
る
心
が
養
わ
れ
る
。
ま
た
、
登
別
の

魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
後
宮
城
県
白
石
市
の
ほ
か
に
、
歴
史
的
に

つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
と
の
交
流
促
進
も
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
　四
国
、
香
川
・
淡
路
島
な
ど
、
多
く
の

人
が
本
市
に
移
住
し
て
き
て
い
る
。
現
地
調

査
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
本
市
に
入
植

し
た
四
国
な
ど
を
中
心
に
調
査
し
た
い
。

　総
務
・
民
生
・
商
工
・
教
育
と
各
款
か
ら

８
項
目
の
質
疑
を
し
ま
し
た
。
全
体
的
に
継

続
事
業
が
多
い
中
、
見
直
し
の
必
要
性
を
主

張
し
ま
し
た
。
以
前
も
観
光
施
策
補
助
金
に

対
し
て
提
言
し
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
改
革

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
再
編
の
意
味
か
ら
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
民
生
児
童
委
員
の
活
動
経
費
に
つ

い
て
、
ま
た
、
地
元
出
身
者
の
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
施
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。

　市
内
７
河
川
の
維
持
、
修
繕
の
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
市
内
普
通
河
川
の
上

鷲
別
川
流
域
は
扇
状
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

地
質
学
的
に
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
い
。
下
流
に
は
住
宅
街
が
広
が
っ

て
お
り
、
連
続
し
た
豪
雨
時
に
は
注
意
を
要

し
ま
す
。
市
内
主
要
３
河
川
は
北
海
道
の
管

轄
で
す
が
、
水
害
な
ど
で
直
接
被
害
を
受
け

る
の
は
市
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
洲
に
繁

茂
す
る
樹
木
の
伐
採
、
堤
防
の
保
全
整
備
に

つ
い
て
、
本
市
か
ら
北
海
道
へ
の
継
続
し
た

働
き
掛
け
を
要
望
し
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
か
ら
全
小
学
校
に
お
い
て
、

２
校
に
１
名
の
割
合
で
学
校
図
書
館
司
書
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書
環
境
整
備
と
併

せ
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
も

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
司
書
配
置
に

よ
り
、
温
も
り
の
あ
る
学
校
図
書
館
と
な
っ

た
こ
と
で
、
利
用
す
る
児
童
数
は
平
成
27
年

度
２
万
１
千
673
人
と
、
前
年
度
実
績
の
１
・

75
倍
に
も
増
え
、
平
成
28
年
度
に
は
さ
ら
に

増
え
て
い
ま
す
。
思
春
期
の
中
学
生
に
こ
そ
、

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
、
学
校
図
書
館
司

書
の
配
置
を
求
め
ま
し
た
。

　不
登
校
に
関
し
て
、
進
学
な
ど
環
境
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
不
登
校
期
間
中
も
学
力
の
保
証
が

で
き
る
よ
う
、
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

　い
じ
め
に
関
し
て
、
昨
年
９
月
に
長
野
県

で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
相
談
を
試
験
的
に

導
入
し
た
と
こ
ろ
、
２
週
間
で
一
昨
年
一
年

間
の
２
倍
以
上
の
相
談
件
数
が
あ
っ
た
事
例

を
紹
介
。
本
市
で
の
導
入
検
討
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
他
自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
て
今

後
判
断
し
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　平
成
27
年
度
と
比
較
し
て
、
個
人
市
民
税

が
８
億
２
千
417
万
円
、
１
・
48
％
増
収
し
ま

し
た
。
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
課
税
所
得
の
８
割
を
占
め
る
給
与

所
得
が
０
・
75
％
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

税
制
改
正
に
よ
り
法
人
税
割
の
税
率
が
下

が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
人
市
民
税
が

５
・
９
％
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
景
気
動

向
を
判
断
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
す

る
と
、
こ
こ
登
別
市
に
お
い
て
も
景
気
が
少

し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
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質
　制
度
の
改
正
内
容
と
北
海
道
の
対
応
、

本
市
へ
の
影
響
は
。

答
　大
き
な
変
化
は
、
制
度
の
運
営
に
都
道

府
県
も
保
険
者
と
し
て
国
保
の
運
営
に
加
わ

る
こ
と
で
、
北
海
道
は
保
険
料
の
平
準
化
に

よ
る
被
保
険
者
の
負
担
の
公
平
化
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
が
、
急
激
な
保
険
料
負
担
に
配

慮
し
、
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な

る
。
本
市
に
は
改
正
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

保
険
料
負
担
の
公
平
化
、
国
保
財
政
の
安
定

化
、
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
事
務

の
効
率
・
広
域
化
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
市
の
国
保
医
療
費
は
平
成
27
年
度
比
で

約
１
千
12
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
一

人
当
た
り
医
療
費
は
速
報
値
で
全
国
平
均
が

34
万
８
千
175
円
、
全
道
平
均
が
38
万
２
千
887

円
に
対
し
、
本
市
が
45
万
６
千
740
円
と
上

回
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
抑
制
す
る
特
定

健
康
診
査
受
診
な
ど
が
重
要
で
す
。

　漏
水
調
査
に
よ
る
配
水
管
の
改
良
工
事
に

よ
り
、
水
道
事
業
の
有
収
率
、
不
明
水
量
の

割
合
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
は

収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
未
収
金

額
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

質
　歳
入
に
占
め
る
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

の
割
合
は
35
・
55
％
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
り
事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
繰
入
金
の
推
移
は
、
微
増
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
経
営
健
全
化
へ
の

対
応
を
含
め
聞
き
た
い
。

答
　簡
易
水
道
事
業
は
規
模
が
小
さ
く
、
使

用
料
収
入
が
限
ら
れ
て
お
り
、
不
足
額
は
起

債
や
繰
入
金
を
充
て
て
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。

　今
後
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
公
営
企
業

会
計
導
入
を
目
指
し
、
経
営
戦
略
を
策
定
し

て
安
定
的
に
行
え
る
よ
う
対
応
す
る
。

質
　ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
最
終
処
分
場

運
営
管
理
経
費
に
つ
い
て
、
決
算
額
が
予
算

に
対
し
２
千
362
万
７
千
円
減
額
と
な
っ
た
理

由
は
。
ま
た
、
第
３
期
基
本
計
画
の
ご
み
減

量
化
の
目
標
に
対
す
る
達
成
率
は
。

答
　ご
み
が
前
年
度
に
比
べ
約
606
㌧
減
少
し
、

約
８
割
が
電
力
使
用
量
の
減
に
よ
る
も
の
。

達
成
率
は
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量
は
99
・
６

％
、
事
業
系
ご
み
は
85
・
９
％
、
最
終
処
分

場
の
埋
め
立
て
量
は
71
・
１
％
で
あ
る
。

　ま
た
、
指
定
ご
み
袋
に
よ
る
ク
リ
ン
ク
ル

へ
の
持
ち
込
み
方
法
の
周
知
を
依
頼
し
た
。

質
　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
受
け
入
れ

企
業
が
平
成
27
年
度
32
社
か
ら
平
成
28
年
度

24
社
に
減
少
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
。

答
　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
は
、
高
等
学

校
を
通
じ
て
、
生
徒
か
ら
就
業
体
験
を
し
た

い
業
種
や
企
業
を
聞
き
、
市
か
ら
市
内
企
業

な
ど
に
受
け
入
れ
を
打
診
し
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
就
業
体
験
の
参
加
生
徒
数
や
、

生
徒
が
希
望
す
る
就
業
体
験
先
企
業
に
よ
り
、

受
け
入
れ
企
業
は
毎
年
度
変
化
す
る
状
況
に

あ
る
。
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
受
け
入
れ
企

業
数
の
減
少
で
は
な
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

質
　町
内
会
で
は
、
従
来
型
か
ら
省
エ
ネ
型

の
防
犯
灯
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。

　現
在
、
市
は
、
省
エ
ネ
型
防
犯
灯
へ
切
り

替
え
る
際
に
は
町
内
会
に
対
し
て
１
基
に
つ

き
５
万
円
を
上
限
に
補
助
し
て
い
る
が
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
上
限
額
が
３
万
円
と
な
る
。

そ
の
場
合
、
町
内
会
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答
　省
エ
ネ
型
防
犯
灯
の
普
及
に
よ
り
、
設

置
工
事
費
な
ど
が
安
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
補
助
の
上
限
額
が
３
万
円
に
な
っ
て
も

町
内
会
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

質
　ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
家
電
品
な
ど

の
不
法
投
棄
に
対
し
て
、
悪
質
な
と
こ
ろ
で

は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
設
置
も
必
要
で
は
。

答
　家
電
品
は
一
定
期
間
様
子
を
見
て
最
終

的
に
市
の
経
費
で
処
分
し
て
い
る
。
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

質
　高
齢
者
等
緊
急
通
報
機
器
の
設
置
は
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
が
、

家
族
と
住
ん
で
い
て
も
日
中
一
人
に
な
る
高

齢
者
が
多
く
い
る
の
で
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

機
器
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
　さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
あ
り
検
討
し
た
い
。
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※クラウド化…インターネットなどを通じて、外部の事業者が提供する情報システムなどのサービスを利用する形に置き換えること。

※

　市
内
に
複
数
あ
る
公
園
の
中
に
は
、
設
立

当
初
は
遊
具
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
物
が
、

そ
の
後
に
使
用
方
法
が
規
制
さ
れ
た
り
、
使

用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
が
あ
り
ま
す
。
安

全
面
を
考
慮
し
た
上
で
の
規
制
は
理
解
で
き

る
反
面
、
規
制
を
か
け
る
こ
と
で
本
来
の
公

園
の
意
味
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
園
管
理
の
方
法
や
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
し
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
本
来

の
目
的
か
ら
そ
れ
た
も
の
や
、
危
険
と
判
断

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
安
全
を
考
慮
し
た

管
理
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

質
　決
算
額
４
万
７
千
円
の
内
訳
は
。

答
　全
額
が
研
修
の
負
担
金
で
、
交
通
費
と

宿
泊
費
と
な
っ
て
い
る
。

質
　予
算
額
11
万
円
に
対
し
て
決
算
額
が
４

万
７
千
円
と
減
額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
　２
名
分
を
計
上
し
て
い
た
が
、
実
際
に

は
１
名
の
参
加
と
な
っ
た
た
め
。

質
　研
修
に
参
加
し
た
成
果
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
　研
修
で
得
た
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で

活
動
す
る
団
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

質
　郷
土
の
文
化
財
の
保
護
と
活
用
を
図
る

こ
と
で
、
「
市
民
の
ふ
る
さ
と
登
別
」
を
大

切
に
す
る
心
が
養
わ
れ
る
。
ま
た
、
登
別
の

魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
後
宮
城
県
白
石
市
の
ほ
か
に
、
歴
史
的
に

つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
と
の
交
流
促
進
も
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
　四
国
、
香
川
・
淡
路
島
な
ど
、
多
く
の

人
が
本
市
に
移
住
し
て
き
て
い
る
。
現
地
調

査
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
本
市
に
入
植

し
た
四
国
な
ど
を
中
心
に
調
査
し
た
い
。

　総
務
・
民
生
・
商
工
・
教
育
と
各
款
か
ら

８
項
目
の
質
疑
を
し
ま
し
た
。
全
体
的
に
継

続
事
業
が
多
い
中
、
見
直
し
の
必
要
性
を
主

張
し
ま
し
た
。
以
前
も
観
光
施
策
補
助
金
に

対
し
て
提
言
し
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
改
革

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
再
編
の
意
味
か
ら
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
民
生
児
童
委
員
の
活
動
経
費
に
つ

い
て
、
ま
た
、
地
元
出
身
者
の
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
施
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。

　市
内
７
河
川
の
維
持
、
修
繕
の
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
市
内
普
通
河
川
の
上

鷲
別
川
流
域
は
扇
状
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

地
質
学
的
に
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
い
。
下
流
に
は
住
宅
街
が
広
が
っ

て
お
り
、
連
続
し
た
豪
雨
時
に
は
注
意
を
要

し
ま
す
。
市
内
主
要
３
河
川
は
北
海
道
の
管

轄
で
す
が
、
水
害
な
ど
で
直
接
被
害
を
受
け

る
の
は
市
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
洲
に
繁

茂
す
る
樹
木
の
伐
採
、
堤
防
の
保
全
整
備
に

つ
い
て
、
本
市
か
ら
北
海
道
へ
の
継
続
し
た

働
き
掛
け
を
要
望
し
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
か
ら
全
小
学
校
に
お
い
て
、

２
校
に
１
名
の
割
合
で
学
校
図
書
館
司
書
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書
環
境
整
備
と
併

せ
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
も

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
司
書
配
置
に

よ
り
、
温
も
り
の
あ
る
学
校
図
書
館
と
な
っ

た
こ
と
で
、
利
用
す
る
児
童
数
は
平
成
27
年

度
２
万
１
千
673
人
と
、
前
年
度
実
績
の
１
・

75
倍
に
も
増
え
、
平
成
28
年
度
に
は
さ
ら
に

増
え
て
い
ま
す
。
思
春
期
の
中
学
生
に
こ
そ
、

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
、
学
校
図
書
館
司

書
の
配
置
を
求
め
ま
し
た
。

　不
登
校
に
関
し
て
、
進
学
な
ど
環
境
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
不
登
校
期
間
中
も
学
力
の
保
証
が

で
き
る
よ
う
、
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

　い
じ
め
に
関
し
て
、
昨
年
９
月
に
長
野
県

で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
相
談
を
試
験
的
に

導
入
し
た
と
こ
ろ
、
２
週
間
で
一
昨
年
一
年

間
の
２
倍
以
上
の
相
談
件
数
が
あ
っ
た
事
例

を
紹
介
。
本
市
で
の
導
入
検
討
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
他
自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
て
今

後
判
断
し
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　平
成
27
年
度
と
比
較
し
て
、
個
人
市
民
税

が
８
億
２
千
417
万
円
、
１
・
48
％
増
収
し
ま

し
た
。
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
課
税
所
得
の
８
割
を
占
め
る
給
与

所
得
が
０
・
75
％
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

税
制
改
正
に
よ
り
法
人
税
割
の
税
率
が
下

が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
人
市
民
税
が

５
・
９
％
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
景
気
動

向
を
判
断
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
す

る
と
、
こ
こ
登
別
市
に
お
い
て
も
景
気
が
少

し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

予算・決算委員会（平成28年度決算審査）
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時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

�

事
業
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河
川
維
持
補
修
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中
学
校
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学
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書
の

�

配
置
を
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策
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Ｌ
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Ｎ
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�
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し
て
は

景
気
が
少
し
ず
つ

�

良
く
な
っ
て
き
て
い
る
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本
庁
舎
建
て
替
え
、

�

政
策
提
言
の
中
間
報
告

総
務
・
教
育
委
員
会

函
館
市
の
地
域
包
括

�

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
い
か
に

生
活
・
福
祉
委
員
会

な
ぜ
全
市
観
光
の
施
策
に

�

取
り
組
む
の
か

観
光
・
経
済
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
の
「
市
役
所
本
庁
舎

の
建
て
替
え
」
を
メ
イ
ン
に
、
平
成
29
年
10
月
３
日
～
６

日
に
４
市
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　新
潟
県
新
発
田
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
真
ん
中
に
建

設
し
た
結
果
、
各
フ
ロ
ア
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
は
た

く
さ
ん
の
学
生
や
市
民
が
集
ま
る
場
所
と
な
り
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
た
例
と
し
て
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　千
葉
県
白
井
市
で
は
、
新
庁
舎
の
整
備
手
法
を
Ｅ
Ｃ
Ｉ

方
式
と
し
、
現
在
の
本
庁
舎
の
減
築
と
新
築
を
合
わ
せ
た

建
築
手
法
で
し
た
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、

施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
設
計
に
取
り
入
れ
、
コ
ス
ト
の
縮

減
と
工
期
短
縮
を
図
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
本
市
の
現
状

と
課
題
に
対
し
参
考
と
な
っ
た
例
で
し
た
。

　ま
た
10
月
14
日
開
催
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
市

役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
」
に
関
し
て
「
優
先
度
、
設
置

場
所
、
付
加
機
能
」
に
つ
い
て
意
見
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
本
庁
舎
が
一
番
、
市
の
中
心
で
あ
る
幌
別
、

多
機
能
を
求
め
る
声
が
大

勢
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　本
委
員
会
は
こ
の
件
に

つ
い
て
、
重
要
か
つ
早
急

な
対
応
が
必
要
と
判
断
し
、

活
動
計
画
の
中
間
報
告
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
12
月

15
日
に
市
に
対
し
て
提
言

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

 

（
二
瓶
）

　平
成
29
年
11
月
20
日
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
」
函
館
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　全
国
有
数
の
観
光
地
と
し
て
発
展
し
、
人
口
約
26
万
３

千
人
を
擁
す
る
中
核
都
市
で
は
あ
る
も
の
の
、
65
歳
以
上

の
高
齢
化
率
が
33
・
８
％
と
高
く
、
早
く
か
ら
地
域
包
括

ケ
ア
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　特
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
個
別

ケ
ー
ス
の
検
討
を
行
う
地
域
ケ
ア
会
議
」
と
「
地
域
課
題

の
検
討
を
行
う
地
域
ケ
ア
会
議
」
が
あ
り
、
函
館
市
が
主

催
す
る
「
函
館
市
地
域
ケ
ア
全
体
会
議
」
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
「
共
に
支
え
合
う
ま
ち
函
館
」
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
函
館
市
の
「
地
域
医
療
構
想
」
に
お
い
て
、
二

次
医
療
の
病
院
ベ
ッ
ド
数
が
多
く
、
こ
れ
を
減
ら
し
在
宅

医
療
か
ら
看
取
り
ま
で
を
考
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
開

業
医
の
高
齢
化
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
の
患
者
の
往
診
に

は
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
患
者
に
は
対
応

で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
在
宅
に

特
化
し
た
医
師
・
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
本
委
員
会
に
と
っ

て
参
考
に
な
る
取
り
組

み
が
あ
り
、
有
意
義
な

視
察
で
し
た
。

 

（
村
井
）

　本
委
員
会
が
重
点
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
全
市
観

光
を
見
据
え
た
観
光
施
策
に
つ
い
て
」
を
軸
と
し
て
、
９

月
26
日
よ
り
群
馬
県
草
津
町
、
長
野
県
軽
井
沢
町
、
お
よ

び
大
町
市
の
３
市
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　草
津
町
、
軽
井
沢
町
共
に
観
光
を
中
心
と
し
た
第
三
次

産
業
を
主
要
産
業
と
し
て
い
ま
す
。
草
津
町
の
人
口
は
約

７
千
人
、
軽
井
沢
町
は
約
１
万
８
千
人
と
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
こ
で
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
、

町
役
場
の
職
員
か
ら
町
民
の
隅
々
に
ま
で
、
「
こ
の
町
、

そ
し
て
私
た
ち
は
観
光
業
で
生
活
を
し
て
い
く
」
と
い
う

共
通
し
た
意
識
の
高
さ
で
し
た
。
常
に
新
し
い
試
み
を
行

い
、
全
国
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継
続
し
て

展
開
す
る
な
ど
、
国
内
に
お
い
て
の
評
価
の
高
さ
、
繁
栄

の
陰
に
は
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ

る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

　大
町
市
は
３
千
㍍
級
の
白
馬
連
峰
を
観
光
の
柱
と
し
た

山
岳
観
光
都
市
で
、
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
長
野
県
側

の
玄
関
口
で
す
。
本
市

の
開
発
が
滞
っ
て
い
る

山
岳
観
光
の
可
能
性
を

学
ぶ
も
の
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
各
自
治
体
の

先
行
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
、
本
市
固
有
の
観
光

政
策
提
言
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
若
木
）

委 員 会 だ よ り

※中間報告の提言内容は、41ページに掲載しています。

議
会
運
営
の
先
進
地
視
察
と

�

議
長
諮
問
に
答
申

議
会
運
営
委
員
会

　先
般
、
議
会
運
営
の
先
進
地
と
し
て
、
三
重
県
鳥
羽
市

と
伊
賀
市
に
議
会
基
本
条
例
の
順
守
の
推
進
に
つ
い
て
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
傍
聴
人
規
則
、
文
書
質
問
、
政

策
討
論
会
、
市
民
と
意
見
交
換
を
行
う
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ

ト
ー
ク
や
議
会
出
前
ト
ー
ク
な
ど
を
調
査
事
項
と
し
ま
し

た
。
議
会
運
営
の
課
題
や
議
会
基
本
条
例
順
守
の
重
要
性
、

市
民
と
の
意
見
交
換
方
法
や
、
傍
聴
人
を
増
や
す
た
め
の

施
策
な
ど
、
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
内
容
で
し
た
。

　本
年
度
の
議
長
諮
問
事
項
で
あ
る
常
任
委
員
会
活
動
の

充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
は
既
に
制
度
化
さ
れ
て

い
る
横
断
業
務
調
整
組
織
が
取
り
扱
う
事
業
に
つ
い
て
、

議
会
側
も
委
員
会
を
ま
た
ぐ
事
案
の
審
査
が
で
き
る
よ
う
、

連
合
審
査
会
で
対
応
す
る
こ
と
に
取
り
決
め
ま
し
た
。

　ま
た
、
行
政
は
条
例
な
ど
を
制
定
す
る
と
き
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
や
委
員
会
が
条

例
を
制
定
す
る
と
き
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
要
綱
が
な

か
っ
た
た
め
、
新
た
に

制
定
し
、
議
長
に
答
申

し
ま
し
た
。
今
後
は
３

月
を
め
ど
に
条
例
以
外

の
政
策
提
案
に
も
適
用

す
る
こ
と
を
検
討
し
、

要
綱
の
精
度
を
上
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

 

（
工
藤
）

　総
務
・
教
育
委
員
会
で
は
、

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
多
く
の
賛
成
意
見
に

加
え
、
図
書
館
や
ほ
か
の
公
共

施
設
と
の
併
設
、
建
設
場
所
は

幌
別
が
圧
倒
的
に
多
く
、
多
機

能
を
求
め
る
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　生
活
・
福
祉
委
員
会
で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
ま
ず
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
何

か
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め

に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　観
光
・
経
済
委
員
会
で
は
、

全
市
観
光
を
見
据
え
た
新
た
な

観
光
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
域

の
特
徴
を
生
か
し
た
観
光
ル
ー

ト
、
中
で
も
幌
別
川
や
川
上
公

園
、
ダ
ム
や
鉱
山
地
区
の
活
用

は
実
現
性
が
高
い
と
の
意
見
で

し
た
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で

は
、
市
議
会
の
情
報
公
開
に
つ

い
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　平
成
30
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
22
日

（
木
）
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

委 員 会 だ よ り

総務・教育委員会　中間報告の提言内容
市役所本庁舎の建て替えについて（40ページから）次

回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

⑴ 新制度の財政措置を活用することを想定し、相当なスピード
感を持っての取り組みを要望する。

⑵ 新庁舎のコンセプト、基本構想、財源・事業費、完成までの
スケジュールなどを早急に策定し提示すること。

⑶ 新庁舎の建て替えエリアや新庁舎に求められる機能などにつ
いては、幅広い市民が協議する場を確保し、意見を十分に反
映させるよう努力すること。

⑷ 整備手法や建築工法などについては、専門的知識・技能を有
する第三者委員会等を設置し、適切な助言を受けること。

に
お
け
る
、
内
容
・
見
た
目
の
満
足
度
や
改
善

点
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考

に
、
今
後
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

 
（
宮
武
）

　平成29年10月14日に、婦人センター、労働福祉セン
ター、富岸小学校、若草つどいセンターの４会場で議
会フォーラムを開催しました。
　今回の議会フォーラムは、前回に引き続き、委員会
ごとの重点活動テーマや課題について、グループワー
ク形式で意見交換しました。

真
の
市
民
の
声
を
聴
く

第11回 議会フォーラムを開催しました

※パブリックコメント制度…政策や制度などを決める際、市民に意見を募り、政策決定に反映させる機会を持たせる仕組みのこと。

※

40� 議会だより　でぃすかす



本
庁
舎
建
て
替
え
、

�

政
策
提
言
の
中
間
報
告

総
務
・
教
育
委
員
会

函
館
市
の
地
域
包
括

�

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
い
か
に

生
活
・
福
祉
委
員
会

な
ぜ
全
市
観
光
の
施
策
に

�

取
り
組
む
の
か

観
光
・
経
済
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
の
「
市
役
所
本
庁
舎

の
建
て
替
え
」
を
メ
イ
ン
に
、
平
成
29
年
10
月
３
日
～
６

日
に
４
市
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　新
潟
県
新
発
田
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
真
ん
中
に
建

設
し
た
結
果
、
各
フ
ロ
ア
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
は
た

く
さ
ん
の
学
生
や
市
民
が
集
ま
る
場
所
と
な
り
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
た
例
と
し
て
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　千
葉
県
白
井
市
で
は
、
新
庁
舎
の
整
備
手
法
を
Ｅ
Ｃ
Ｉ

方
式
と
し
、
現
在
の
本
庁
舎
の
減
築
と
新
築
を
合
わ
せ
た

建
築
手
法
で
し
た
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、

施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
設
計
に
取
り
入
れ
、
コ
ス
ト
の
縮

減
と
工
期
短
縮
を
図
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
本
市
の
現
状

と
課
題
に
対
し
参
考
と
な
っ
た
例
で
し
た
。

　ま
た
10
月
14
日
開
催
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
市

役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
」
に
関
し
て
「
優
先
度
、
設
置

場
所
、
付
加
機
能
」
に
つ
い
て
意
見
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
本
庁
舎
が
一
番
、
市
の
中
心
で
あ
る
幌
別
、

多
機
能
を
求
め
る
声
が
大

勢
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　本
委
員
会
は
こ
の
件
に

つ
い
て
、
重
要
か
つ
早
急

な
対
応
が
必
要
と
判
断
し
、

活
動
計
画
の
中
間
報
告
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
12
月

15
日
に
市
に
対
し
て
提
言

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

 

（
二
瓶
）

　平
成
29
年
11
月
20
日
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
」
函
館
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　全
国
有
数
の
観
光
地
と
し
て
発
展
し
、
人
口
約
26
万
３

千
人
を
擁
す
る
中
核
都
市
で
は
あ
る
も
の
の
、
65
歳
以
上

の
高
齢
化
率
が
33
・
８
％
と
高
く
、
早
く
か
ら
地
域
包
括

ケ
ア
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　特
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
個
別

ケ
ー
ス
の
検
討
を
行
う
地
域
ケ
ア
会
議
」
と
「
地
域
課
題

の
検
討
を
行
う
地
域
ケ
ア
会
議
」
が
あ
り
、
函
館
市
が
主

催
す
る
「
函
館
市
地
域
ケ
ア
全
体
会
議
」
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
「
共
に
支
え
合
う
ま
ち
函
館
」
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
函
館
市
の
「
地
域
医
療
構
想
」
に
お
い
て
、
二

次
医
療
の
病
院
ベ
ッ
ド
数
が
多
く
、
こ
れ
を
減
ら
し
在
宅

医
療
か
ら
看
取
り
ま
で
を
考
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
開

業
医
の
高
齢
化
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
の
患
者
の
往
診
に

は
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
患
者
に
は
対
応

で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
在
宅
に

特
化
し
た
医
師
・
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
本
委
員
会
に
と
っ

て
参
考
に
な
る
取
り
組

み
が
あ
り
、
有
意
義
な

視
察
で
し
た
。

 

（
村
井
）

　本
委
員
会
が
重
点
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
全
市
観

光
を
見
据
え
た
観
光
施
策
に
つ
い
て
」
を
軸
と
し
て
、
９

月
26
日
よ
り
群
馬
県
草
津
町
、
長
野
県
軽
井
沢
町
、
お
よ

び
大
町
市
の
３
市
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　草
津
町
、
軽
井
沢
町
共
に
観
光
を
中
心
と
し
た
第
三
次

産
業
を
主
要
産
業
と
し
て
い
ま
す
。
草
津
町
の
人
口
は
約

７
千
人
、
軽
井
沢
町
は
約
１
万
８
千
人
と
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
こ
で
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
、

町
役
場
の
職
員
か
ら
町
民
の
隅
々
に
ま
で
、
「
こ
の
町
、

そ
し
て
私
た
ち
は
観
光
業
で
生
活
を
し
て
い
く
」
と
い
う

共
通
し
た
意
識
の
高
さ
で
し
た
。
常
に
新
し
い
試
み
を
行

い
、
全
国
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継
続
し
て

展
開
す
る
な
ど
、
国
内
に
お
い
て
の
評
価
の
高
さ
、
繁
栄

の
陰
に
は
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ

る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

　大
町
市
は
３
千
㍍
級
の
白
馬
連
峰
を
観
光
の
柱
と
し
た

山
岳
観
光
都
市
で
、
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
長
野
県
側

の
玄
関
口
で
す
。
本
市

の
開
発
が
滞
っ
て
い
る

山
岳
観
光
の
可
能
性
を

学
ぶ
も
の
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
各
自
治
体
の

先
行
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
、
本
市
固
有
の
観
光

政
策
提
言
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
若
木
）

委 員 会 だ よ り

※中間報告の提言内容は、41ページに掲載しています。

議
会
運
営
の
先
進
地
視
察
と

�

議
長
諮
問
に
答
申

議
会
運
営
委
員
会

　先
般
、
議
会
運
営
の
先
進
地
と
し
て
、
三
重
県
鳥
羽
市

と
伊
賀
市
に
議
会
基
本
条
例
の
順
守
の
推
進
に
つ
い
て
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
傍
聴
人
規
則
、
文
書
質
問
、
政

策
討
論
会
、
市
民
と
意
見
交
換
を
行
う
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ

ト
ー
ク
や
議
会
出
前
ト
ー
ク
な
ど
を
調
査
事
項
と
し
ま
し

た
。
議
会
運
営
の
課
題
や
議
会
基
本
条
例
順
守
の
重
要
性
、

市
民
と
の
意
見
交
換
方
法
や
、
傍
聴
人
を
増
や
す
た
め
の

施
策
な
ど
、
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
内
容
で
し
た
。

　本
年
度
の
議
長
諮
問
事
項
で
あ
る
常
任
委
員
会
活
動
の

充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
は
既
に
制
度
化
さ
れ
て

い
る
横
断
業
務
調
整
組
織
が
取
り
扱
う
事
業
に
つ
い
て
、

議
会
側
も
委
員
会
を
ま
た
ぐ
事
案
の
審
査
が
で
き
る
よ
う
、

連
合
審
査
会
で
対
応
す
る
こ
と
に
取
り
決
め
ま
し
た
。

　ま
た
、
行
政
は
条
例
な
ど
を
制
定
す
る
と
き
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
や
委
員
会
が
条

例
を
制
定
す
る
と
き
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
要
綱
が
な

か
っ
た
た
め
、
新
た
に

制
定
し
、
議
長
に
答
申

し
ま
し
た
。
今
後
は
３

月
を
め
ど
に
条
例
以
外

の
政
策
提
案
に
も
適
用

す
る
こ
と
を
検
討
し
、

要
綱
の
精
度
を
上
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

 

（
工
藤
）

　総
務
・
教
育
委
員
会
で
は
、

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
多
く
の
賛
成
意
見
に

加
え
、
図
書
館
や
ほ
か
の
公
共

施
設
と
の
併
設
、
建
設
場
所
は

幌
別
が
圧
倒
的
に
多
く
、
多
機

能
を
求
め
る
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　生
活
・
福
祉
委
員
会
で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
ま
ず
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
何

か
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め

に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　観
光
・
経
済
委
員
会
で
は
、

全
市
観
光
を
見
据
え
た
新
た
な

観
光
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
域

の
特
徴
を
生
か
し
た
観
光
ル
ー

ト
、
中
で
も
幌
別
川
や
川
上
公

園
、
ダ
ム
や
鉱
山
地
区
の
活
用

は
実
現
性
が
高
い
と
の
意
見
で

し
た
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で

は
、
市
議
会
の
情
報
公
開
に
つ

い
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　平
成
30
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
22
日

（
木
）
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

委 員 会 だ よ り

総務・教育委員会　中間報告の提言内容
市役所本庁舎の建て替えについて（40ページから）次

回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

⑴ 新制度の財政措置を活用することを想定し、相当なスピード
感を持っての取り組みを要望する。

⑵ 新庁舎のコンセプト、基本構想、財源・事業費、完成までの
スケジュールなどを早急に策定し提示すること。

⑶ 新庁舎の建て替えエリアや新庁舎に求められる機能などにつ
いては、幅広い市民が協議する場を確保し、意見を十分に反
映させるよう努力すること。

⑷ 整備手法や建築工法などについては、専門的知識・技能を有
する第三者委員会等を設置し、適切な助言を受けること。

に
お
け
る
、
内
容
・
見
た
目
の
満
足
度
や
改
善

点
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考

に
、
今
後
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

 

（
宮
武
）

　平成29年10月14日に、婦人センター、労働福祉セン
ター、富岸小学校、若草つどいセンターの４会場で議
会フォーラムを開催しました。
　今回の議会フォーラムは、前回に引き続き、委員会
ごとの重点活動テーマや課題について、グループワー
ク形式で意見交換しました。

真
の
市
民
の
声
を
聴
く

第11回 議会フォーラムを開催しました

※パブリックコメント制度…政策や制度などを決める際、市民に意見を募り、政策決定に反映させる機会を持たせる仕組みのこと。

※

41 議会だより　でぃすかす



白老町 室蘭市 伊達市

発行・編集／登別市総務部企画調整グループ　〒059-8701 登別市中央町6丁目11　☎0143�6586　思0143�1108
ホームページ：http://www.city.noboribetsu.lg.jp/　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

人のうごき（平成29年12月末日現在）／人口48,852（－70）世帯24,875（－28）（　）は前月比

　伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

と伊
だ

達
て

成
しげ

実
ざね

の生きた時代
について、古文書を紹介しながら解
説します。
▶日時　２月23日㈮18時30分～20時
▶�場所　だて歴史の杜カルチャーセ
ンター（伊達市松ヶ枝町34－１）

▶�演題　『二人の戦国武将　政宗と
成実の生きた時代』

▶�講師　仙台市博物館学芸員・佐
さ

々
さ

木
き

徹
とおる

さん
▶�問い合わせ　伊達市生涯学習課文
化財係（☎０１４２㉓３３３１・
内線513）

ポロトコタン　ウパシクマ 第２回だて歴史文化ミュージアム
スタートアップ講演会むろらん冬まつり

　バナナボートや氷の滑り台、市民
雪像の展示、もちまきのほか、温か
い飲み物やエゾ鹿肉焼きの無料配布、
冬野菜の販売などを行います。
　冬ならではのさまざまなイベント
を楽しみましょう。
▶日時　２月18日㈰10時～
▶場所　だんパラスキー場
▶�内容・開催時間　10時・開運もち
まき、13時・大じゃんけん大会、
14時・雪原の宝さがし　
▶問い合わせ　だんパラスキー場
� （☎㊸５６００）

　民族共生象徴空間の整備に伴い、
『アイヌ民族博物館』は３月31日㈯
に閉館します。50年以上にわたるポ
ロトコタンの歴史を振り返る最後の
企画展を開催します。
▶日時　２月18日㈰～３月31日㈯
▶�場所　アイヌ民族博物館特別展示
室
▶�入場料　大人800円、高校生600円、
中学生500円、小学生350円、幼児
無料
▶問い合わせ　アイヌ民族博物館
� （☎０１４４�３９１４）

カルルス温泉
　　　　冬まつり

◎日時　３月４日㈰９時～
◎場所　カルルス温泉
　　　　 サンライバスキー場

▶問い合わせ　同実行委員会（登別国際観光コンベンション協会内・☎�３３１１）

◦�雪中みかん拾い　
◦�登別市長杯・アルファスポーツ賞少年スキー大会
　（要事前申し込み、午後から表彰式）
◦�親子ボブスレー
　（当日受け付け、定員100組、２人１組）
◦�ストライクワン（景品が無くなり次第終了）
◦�ホールインワン（景品が無くなり次第終了）
◦�サケのクリームシチュー・ディア（鹿肉）シチュー振る舞い
　�（各200食）
◦�オロフレ雪原宝さがし
◦�雪上もちまき
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

　冬の寒さを吹き飛ばすイベント。
　雪に親しむゲームやおいしい振る舞いをたく
さん用意していますので、ぜひ家族でお越しく
ださい。

▼内容　


